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イスラム化以前の東トノレキスタン史にとって貴重な史料と目されているいわゆるウイグル文

書は，いうまでもなく，前世紀末以来の各国の中央アジア探険隊などにより入子容れ，

日本・中国のほか，イギリス・ドイツ φ フランス剛ソビエト・トルコなど各国の研究所・

館などの諸機関に保存されている.それら外国のコレクションについて1960年以来調査をト続け

ていた私は，今まで研究の発表されたと.とのある 137点のうち， 79点はそのj京物の所在を硲認

し，その篠認ができなかった，あるいは現在行方不明になっているものでも，その多くは写真

を見る乙とができーそのうち写真がはじめて発見された39点もふくまれる一，現在のところ原

物も写真も見る乙とのできぬものは 7点だけになった.それはすべて W.Radloffが彼の

Uigurische Sprachdenkmえl巴rに発表したものセ，以下の番号のものである.Nrs. 38， 39， 56， 57， 

87，91，98. さらにそのほかに，未公開・未発表のものが，小断片をのぞ、いても少くとも約70点

は明かとなり，それらは原物について調査するととができたし，その多くは写真も入手した.

これで，現在の私としては，中国をのぞいて世界各地にあるウイク、、jレ俗文:書 lまぼ明か

になったと思う a そしてその数は優に200点を越えるのであるめ.

これらの文書資料は，もちろん多種多様のものであるが，そのなかに人身売買あるいは奴牌

関係のもの，また養子縁組関係のものがあった.前者，広義の奴碑文書は121~ ， 後者の養子文

書とよぶべきものが4点，合計16点のものの解読をこころみたのが本稿であるが，後述のよう

な理由により，奴碑文書の l点は省略した.

1.資料について

上記の16点とは以下のものである.

( 1) TM95， Dl81 [資料 1]図版 1

(2) TM206， Dl87 [Mainz 693] (Le Coq HU  No. 4， USp No. 16， Ma10v PDP No. 16) [資料

2]図版2

( 3 ) TIID373 (むSpNo. 61) [資料 3]図版3

( 4 ) Ohne Nrs. 5v.十12v.

(5) 3Kr. 34 (USp No. 114) [資料4]図版4

(6) 3Kr. 38 (USp No. 110) [資料5]図版5

( 7 ) SJ Mj6 (Malov DUD No. 2) [資料6]図版6

1) cf. N. Yamada， A survey of Uighut documentspreserved in various countries. Proceedings ofthe 
third East Asian Altaistic Coψrence. Taipei， 1970. pp. 237-40.ただし，ソビヱト・コレクジョンのう
ち，ほんらい Kr.IVの分類番号を持つもの一一-Krotkovの蒐集品一一ーが，米公開のままレニング

ラードにあることがわかっているが，私は調査していない.平く公開される ζとを望みたい.
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( 8 ) Fc日gPint. No. 2 [資料 7]図版 7

(9) USp No. 56 [資料 8] 

(10) USp No. 57 [資料 9] 

(11) Fe時 Pi川.No. 3 [資料10]図版8

(12) TII C:iqtim No. 7 (USp No. 7:3十No..8J)[資料l1J図版9

(13) 0.1 (USp No. 98) [資料12]

(H.) 旬。/70[0.7] (Malov URD No. 2) 資料13]図版10

(15) り0/55[0.8] (Malov URD No. 3) [資料14J図版11

(16) Ramsteclt No. 2 [資料[5l図版12

(8) (11)のFengPi川・， (9) (10)の USp，(16)の Ramstedt カゾl!~よし、

ので， によって私が便宜附した番号である.国各号の示すところは 内のも

のと !l (p.26)の されたい.

以上のうち， T の附く ( 1) (2) (:3) (12) の4点と(4:) Ohne Nrs聞との計5点はドイ

ツの Turfan である.そのうち(2) TM206， D187は， 1962年，私の訪独調査

は，西ドイツの M且lnzの Akadcmieder Vv'issenschaft己nund der Literaturで整理保存され，

Mainz 693の されていたが，その後 Marburg に移管されたと聞いている.

その仙の 4点はすべて，東ベノレリンの DeutshceAkademie der Wissenschaften zu Berlin句そ乙の

ln引itutCur Orientforschung21 (と保存されているものである.最近ベルリン・アカデミーでは，

のウイク。ノレ語資料全体を Uの手:を附けた新しい通し番号で整理しているようであるが3)ヲ

エー、 しし は矢口らない. ここに示したのは原文書番号，すなわち

ある.但し(4o) Ohne Nrs.だけは原苔号が失われていーて， 1962年の調査のして附けた

ざい，私と A.v. Gabain Jこで整理の便宜上附けたものである.

TMはA園 Grunwedelが隊長だった第 I次調査(1902-03) TUはん vonLe coqが隊長

だった第 2 (1901:--05)を示すが， D とは出土地の略号の一つで， Dagianus=Idiqutー

schahri '51なわちカラホ…ジョともよばれる高畠城遺吐脅さす.したがって(1)TM95， D181， 

(2) TM206， Dl87ぅ(3)TIID373の3点は，いずれもカラホージョ 出土のものという ζ とは

わかるが， (2) TM206， Dl87が，遣a止城壁内西南隅の寺院おJ:α の背後の路のところで発見さ
れた4)ということ];、外に，ほかの 2点については，より な出土あるいは入手状況を私は知

らない. (12) Tll Ciqtim No. '7についても，それが第 2次隊が Ciqtimで入手したということ

2) f&近， Zentralins titut fur AIte G四chichtcund Archaologieとして改組改称されているようである.

3) cf. G. Hazai & 1九，Zieme，Ein uigurisches Blockdruckfragmente. eincr Einleitung z1im. Vajracche 
di1両日tra・Acta.Or. Hung・XXI，1. p. l.no収生
-1) cf. Leqoq tIU:，，453; note.5. 
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を文菩番号が示しているだけで，やはりそれ以上のとァとはわからない. (4) Ohne Nl's.につい

ては も知り いわけである.

なおこの (4)Ohne Nrs.について附言すれば，本来一つのものがきれいに両断されp 現在 2

片になっていたもので，それぞれそ Ohn巴 Nr¥5と OhneNr， 12とし

めるうちもと一つのものであることが判明したものである.

しておいたが，研

ちでは，この資料だけが文頭と文末の部にかなりの欠損があるし，

ころ っているので，はじめに2己したように， はそ

第である

16点のう

なと

次にソビエト・ロシアのコレクションが8 る.そのうち 3Kr.とは， 1890年代明ウノレム

チのロシア った N.I.，Krotkovの らペテパ/ス

ブノレグのアカデミーに何度かにわけでそ って来たが，その 3!支自のが 3Kr.だと

思う. Radloffは， 3 Kr.のなかに21点のウイ を見出し，と

りあえずそのドイツ語訳文だけを発表した (USpNos. 107-127)5). (5) 3 Kr. 34と (6).3 Kr. 38 

とは，そのなかの 2点である. これらの原物は所在不明である.その代り ソビ

エト科学アカデミー，アジア諸民族研究所レニングラード支部(日出nrryTnapO，l(Oil A:山科

JICHlIHrpaACKoe OT，2l，eJleHlle AHCCCP町)の古文書室 lとあった.今まで R乱dloi1'のドイツ語訳

じでしか知ることができなかったものも，原文字iこ接することができるわけである.そ

れらの写真のコピーは， 1966年に既に送付を受けたが， 1967年夏には，私自身レニングラード

を訪問し，一層の検討を加えることができたものである. Rad10ffは既iと， ζれらの文書の出

土地は，蒐集者医l'otkovが何も言っていないので不明だと述べている (USpS.202). 私とし

ても，それ以上調査な進めることができない.

次に (7)SJ M/6， (14) SJ 0/70[0.7]， (15) SJ 0/55 [0.8]の 3点もソビエト・コレクションで，い

ずれも上記レニングラードの研究所に原物の保存されていることの確認されたものである“

町は向研究所で，おそらく 1952年に整理しなおしたときに附した，東トノレキスタン出七古文

献類の ~~J翌日己号で，次の M は Malov 調査隊の蒐集品， 0 は Ol'denburg 調査隊の蒐集品を示

す.このうち (7)SJ M/6は， 1914年春， I (Pyc， 

む閥抗l(OYU1TeT，l¥JlJ1 H3yQeHIIJ1 Cpe，z(He誼 IIBOC.tO'lHO益 Amnr) より派遣ーされたお.E.Malovの第

2次調査行のさい， トゥ jレファンで購入したものの一つである.

片には， l¥1alov自主主の次のような記載がある. (挿図 1) 

乙 添付された紙

5) RadlofI は次のように述べている. l'数週間前に，ウJレムチ駐在口シア領事の Krl1tl王仰のま近年施策し

ていた Turfan出土の写本類がまた送られて来たが， そのなかには多くのウイグノレ詔:[a:苦手体もしくは

活字体のものがあった.そのうちの21点のウイグJCノ文事務文香類一非常に保存の良いものもあるーを早

速ここに入れようと思う.乙れらの文警警は，その大部分が今まで知られていたものよりはるかに古いと

いう点で，私にはとくに重要なものだと思われるJ(USp. 2(2). 

6)この研究所も最近， I日称の東洋学研究所'OHc:rHTYTBOCTOlWBC)(eIIIIl! tと改称している.

--7 -
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挿図 1

Y語rypc間賞者OPH4H'Iec明治局oKyl'<le町田区ynJIlO・ロpOAa*ypa6bIHH・xmB. (Ha 1-27 CTpo・

唱 ax).113 Typ相互a，(IIO町田晴) 1914. 

OIIY6mIKOBaH，: FHJiTOK， TeKCT， nepeBO，lJ;， c!"I' C. E; MaJIQll， ABa y説rypcK沼X 瓦OKYl'<IeHTa，CT. 

:391-:，394 B C6. "B. B. napTOJIbAY TYPKeCTaHCKl!e APY;3bJl， y'leHl!Kl! l! nO'll!TaTeJIl!" Tam町田，

1927 

28 1110JIJI 1952 Cep.恥t[aJIoB

(女縛売買に関するウイグJレ法律文書， 13世紀， (1 ~27行)， トゥノレファン出土(購入)， 

1914，発表:写真， .テキスト，翻訳，マーロフ「ウイグノレ引文書2通JP-{)レlトルド記念論文

集』タシュケント，ν1927，39b-394頁所収，参照.:1952年7月23日 Ser.Ma，lov.) 

なお同紙片日，さらに別筆ずゆ記F裁もあっTム f摘、図2) 

-8-
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TIp紅Be3eH1王3TypφaHa C. E. MaλOBhlM il lIepe.l':aH ilM B ]J:ap CCK]'OPY 日OGTO'lHbIX

pyKoIlHceu HBAHCCCP 28/VII 1952 r. 

(C. E. Malov 1こよりトゥ jレファンより将来，彼によりソビエト科学アカヂミ

研究所?東洋写本部に呈与さる 1952年 7月28日)

ここにもトゥ jレファンで購入の旨明記してあるが，古くに彼の発表した， .J:.lこも記されてい

る論文中では，さらに売り手が，との文書はカラホージョ峡外のアスタナ村守発見されたと述

べた旨記じている 7)

(14) SJ 0170 [0.7]と(15)SJ 0/55 [0.8]の両文書は，やはり 会により派遣された，

Ol'denburgの第 2次調査隊(1914--15)の

谷のペゼクリク (Bezeklik)千仏洞吐で

で，両者ともカラホージョ北方， ン々二十了ムリ決

したものと思う.このうち (15)句0/55[0.8]は，現

在， NO.1と記された，大型の 01ヲdenburg専用の封筒8)の中に入れられて保存されているが，

その封筒の上には， Ol'denburg自筆の次のような記載がある. (1日字法が用いられ、どいるが， ζ

乙では新字lこ改めた)(挿図 3) 

揮 i辺 3

7) Malov DUD: 4 
8)乙の封筒 (24x 18.5 cm)には 0，1'Haq自治HJ1l_f¥PyCCIWIT TYPKeCT:lUCIW誼 ~h)，errø，r( Hr~Hlf ~ fIJ[似品 focy-
!(:lpC'l'Be且:uaroCOB8T:l， AKt1!(8班IIKaCepreH ゆe~OpOBH'!i1 OJlbi18aoypra (口シアのトノレキスタ

参議院議員，アカデミー会員セルゲイ・フェドロビッチ・オノレデンブノレグより〕と印刷しである.

-9-
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Tpu y設rypmmxJ]，OxyMeHTa 

rrpu:06pereHbl B EC3eKJIHKe OT PaIm:6a BMeCTe C No. 2 3a 15 J1aH Te3aMM 

日時点eHhl，IIO C.JIOBaM PaK凶 a，Bおe3eK，)]HKeおじTeHeNo. 2 (Tp) OTI-(OI1aHhI HM B Ha'iaλe 

迂明日paJ151 3. III. 1915 Cepre捻 O，71h，l¥CH6ypr 

( 3適のウイグノレ文書

ベゼクリクに於いてラキパより No帽 2と合わせて15両テーズ(帖予?一山田)にて入手

ラキパの言によれば 2月初めに発掘，ペゼ、クリクの No.2(Tp)主主で発見

1915年 3月3日寸 Ol'denburg)

ペゼクリク な千仏洞寺院のあるところ，そこ したものだという.

ζの封筒には，上記のように Ol'denburg自身が 3通の文書を入れていたのだが，その後，

うち 1通が失われたようで，現在， ζの封筒の上に 9 別に SJ0/5'ト55と記され， B I<OHBepTe 

TOJlhl(() 2 (封筒の中には 2通のみ)とも警かれ，事実この (15)市 0/55[0.8]と他に 0/54[0.6] 

との 2通が入っているだけであった. しかし，私は， 1952年当時失われたと考えられた残りの

(14 )待。/70[0.7]によ目黒ないと思う. I ]内の 0.6，0.7， 0.8は原文書番号で一連の

ものであり， IlAaJovがこれら Ol'dmburg第 2次l誌の入手文書類を研究し発表した 1937年当時

には，この 3訟がこの封筒に入っていたのであろう命 Malovは0.6，0.7， 0.8をまとめて発表

した彼の論文では， 0.7を{也の 2点と共にベゼクリク出土としている9¥ 要するに (14)SJ 0;70 

にあったもの，ラキバなる者がベゼ、クリクで発掘入手したものと考え

て誤りないと思、う.

間り Ol'denbur刃の蒐集品lこ含まれるのが (13)0.1(USpNo.98)で これは現在，原

物はもちろ も見ることができないでいる. Radlo釘が Uigurische.Sprachdenkmaler (こ発

しただげであり， ζの寄:を補訂した Malovも，補言了当時，既lと原物も もないと述べて

いる刊). Raclloff は，ただ Ol'clenburgの入手したものと記しているだけだが11)， Malov によれ

ば， Ol'denburgのfおl (1909-10)のときの蒐集品だという 12).一般にロシア隊の行

動記録は入手し難い各種刊行物に多く発表されていて，現在，私も十分把握していない.この

出土・入手状況は，それらの記録を調査し得たとき，明らかになることを期待したいと

I'FJつ.

ソビエト・ロシアのコレクションとしては，最後に (9)USp No脅 56と (10)USp No， 57の2

点がある.ζの2通の文書は， J898年，ロシアからトゥノレファン地域に派遣された最初Jの組織

的な考古学調査隊の D.Klemer山が， トウルファン方問で入手した古文献類に含まれていた.

Rad1ofI'は，早速，ウイク勺レ字 textロシア字による転字， ドイツ語訳を付した詳細な紹介をし

9) Malov URD: 130，135， 138 
10) USp: IIpe!1HcllOBHe VII 

11) USp: 170 

J2) Malov URD: 129， (註)1 

一 10-
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ナこが133，のち USpNos. 56，57として，改訂して発表したものである.この 2点も， :1}~，在のと

ζ も発見されていない.ただ Radlo釘の発表したと ζるに従うしかない.

ドイツとソビエトの 2大コレクションに含まれるもの以外セは，先づ「ド国の 2点がある.

(8) Feng Pint. No. 2と(11)FengPint. No.3とであるが，前に述べたようにp 乙れら

番号は不明なので，私ばかりにとのような番号を附けた. 19584-， {，馬家;昇 (Feng白Chi;トsheng)，

E.T巴日ishev両氏によって学界に紹介された， Pir山lngという名の人物に関する 4点の文書のう

ちの 2通である. 乙の4点、のうち Nos.I-3は， 1953年9 中国の商北文物考察隊がトゥノレファ

ンで入手したもので，もと高畠域廃iJl:の中で発見されたものだという凶.現在， J反物の所夜は

不明であるが，あるいはウノレムチの博物館かもしれない.写真は溺氏らによって発表されてい

る.その他iこ，との Pintung関係文書のととは別稿で既に述べたので15)，いまは省略する白

I点， (16) Ramstedt No. 2も原文書番号は不明であり p原物は，へjレシンキの Finno-

U grian SocietyのLibrary1c近年まであったはずであるが， 1967年夏，私の訪問したときには，

間 の が半日費して探索してくれたにも拘らず，所在が不明だっfz. はG.J.

Ramstedtが，彼の研究と共に発表してくれている.G‘lVIannerheimがトゥ Jレファン地;方で入

手した 4通の文書類のうちの一つであるが，その入手状況あるいは出土事情などヲ現在，私

は明かにしていない.

2.奴蝉関係文

既に述べたように，上記16点の文書を，私は現在，奴牌関係文書12点と養子関係文書4点と

にわけで考えている.以下先ず， (1)，...， (12)の奴舛関係文書と考えたものについて，その概

ところみたい.

この12点は，その内容についてみると，さらに， a)良人売質文書， b)奴I率先質文書， c)そ

の他， 1こ分類できる.

a) とれは次の奴牌売買文書と書式は全く fi.Uーであり，た

とされているのが，売買当時までは明かな奴I単身分ではないと認められるものである.乙の分

類lこ含まれるのは， (1) TM95 [資料 1]，(2) TM206 [資料 2]，(10) USp No. 57 [資本1・9]の

3点であるが， (1) TM95では「われ自身の，ユンチという名の 13才の男児 (ozum-niηyU1]Ci

atl1r on uc yasar ar or1an)j， (2) TM206では「クトゥノレクという名の婦人 (qutluqatlir qatun 

kisi)j， (10) USpNo. 57では「ミュベレク・コチという名のわが息子 (mubarakqoc atl片付lum)j

13) W. Radoloff， Altuigurische Sprachproben， uusTurfan. in Nachrichten uber die von dcr K，αiserlichen 
Akadernie der vVi，山 schaj的 zuSt. Petersburg in Jahre 18抑制~ger白stete Eゆeditionnach Twfan. Hcft 1. 
St. Petersburg 1899. S. 57山67.

14)鴻家昇，捷尼舎犬，回鶴文斌通(善斌)売身契ミ三穏[，附控訴主人審.r考古学報J19581ド第2期，北京
1958. p. 109 

15)山自信夫，回鶴文斌通(善斌? 「東洋史研究J27"2. 1969. 

- 11-
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が，それぞれ売りに出されている， ζの3者とも，次項で述べるような明かに奴牌身分を指す

表現， qarabas， qul， kU77ではよばれていないものであり，とくに， (10) USp No. 57などでは，

として名前を記されている 3人は，その l人はミュベレク・コチの父親であり，残りの 2

人はその兄で=あることが明記されていて，何の疑もない.ζれを参考lとすれば， (1) TM95の

「われ自身の……男の子蜘」も F ここで「われlとは売主のζ とであるから，その親生児と見る

べきであろう. (2) TM206のばあい， i婦人 (qatunkisi) Jという表現だけでは，このクトゥ jレ

クという女性と完，主との関係は明かでないが， [資料 2]語釈 2-~ 2で説いたように， ζの語は

既婚の女オ生を指すものである，この証文の売主としては， Tadmiligと Qarabuqaという 2名l

の者の名が記されている.この両者の関係も明かでないが父子か兄弟であろう.そしてクトゥ

ルクはこの大家族のなかの l員だったのであろう.

このような良人ではあっても，この 3通の証文の書式は次項iζ述べる奴枠売買，ひいては土

地などの不動産売買のばあいと完全に同一である.その点，同じ代価の授受はあるにしても，

とは明かに差がある.また本稿の対称にはなっていないが，ほかに発見されて

いる?年季奉公的な，やはり人身に関係あるもの1めとも臭っている.要するに，この 3通の証文

は，完全な売買であり，従ってここに売られたとしているものは，この後，貫主の奴縛として

遇されたであろう.売られたものはその後自由を失うのであり，一方買主は，それらに対し，

永久lこ支配し自由に処理する権利を有することぞ，証文の上で明記しであるのである.

b) 奴縛5密資文審 明かに奴牌 ものが，旧所有者から新所有者に売られるもの

で，この内容のものは次の 7点である. (3) TIID373 [資料 3]，(4) OhneNrs.5v伺十12v勺 (5)3， 

Kl'¥34 [資料4]，(6)灯台.38[資料 5]，(7) SJ Mj6 [資料 6]，(8) Feng Pint. No. 2 [資料 7]， 

(9) USp No. 56 1:資料8].

この 7点で売買対象とされているのは， (7) SJ Mj6と (9)USp No. 56との両文書で ki.切と

よばれているほか，他の 5点ではすべて qarabasとよばれいる kU7)とは， qulと並称される

ことが多く， qulが男の， ku可は女の，いずれも奴隷的身分のものをきしてB 古くからテュル

ク人の間で用いられていた表現である ζ とは，よく知られているとおりであり，まさに漢語の

「奴跡」の[牌J!ζ相当する.qarabasが，字義は了黒い頭Jであり， qulと k均との総称と

して，やはり奴隷的身分のものをさす表現であることも衆知のところである.要するに，このす

7過は明らかに完全;のととろで既に奴牌であったものの売買証文である.

となった奴持について， ζの7通の証文で知り得ることには，次のようなものが

あった.第 1!ζ， qarabasとよばれたときも，その男女の区別は多くは明示されている.即ち，.

(3) TIID373， (8) Feng Pint. No. 2の両文書では品rqarabasとよばれている arは「男」であ

る.それに対し， (5)3 Kr;34文書ではわvciqarabasとよばれでいるが， awci ~ま är awciで

「犬帰Jを意味するように i:k，妻女Jを意味する語である.さらに，同じ女蝉でも (6)3 Kr. 

38 はqizr娘，少女jの語をつけ qizqaraba~ とよ lまれでいるが，事実乙の女牌は年令

16) cf. ~I~ A1f言夫，ウイグル文人質文香. i山本達郎博土還暦記念論文集」東京1972.pp. 479~492. 
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も明記されていて12才であった.第2に，乙のトゥルブアジ地方が諸民族の混住地帯であった

だけに， (4) Ohhe Nrs. 5v.+ 12".ではturkqatabas 1"テュJレクよ奴隷」と， (8) Feng Pint. No. 2 

では qitayar qaraoas 1"キタイ(漢}人の男奴隷」と，それぞれの民族名まで明記されてもいる

のである.

次lζ，乙れらの奴熔の代価は，もちろん証文止に明記されているが，棉布 (boz，quapu17))で

支払われている 4例は，棉布100端に馬 l頭， 100端， 80端， 50匹 (=100端)1めであり，銀で支

払われた 2例は 47satir e 50 satir (= 1 yastuq)とであり，残る 1例は紗で 9yastuqとされてい4

る.棉布支払いの4例のうち80端のは，前述の 12才の女子のばあいだが，あとはすべて100で

あって一致しているし，銀のばあいの 2例もほぼ同等の価格である.ただ，銀と併せ考えるべ

き紗のばあしらほぼ9倍の数で示されているのが異常に見えるが，実は，乙の室長、で 9yastuq支

払われている FengPint. No.2文書は至元17年 (1280)のものと考えられ，その頃の元齢、は価

値下落していて，実際の銀と紙幣との比儲は10対 lぐらいだうたろうとされているのである19)伽

そうだとすれば，銀と紗とで支払われたとの3例も4だいしたい同jむような価格であったととに

なる.

この地方の物価の問題，綿と銀との価格比定なども未だ全然研究されていない ζとである

し，いま用いている文書資料個々の年代も無視じて論、じたのでは，およそ意味のない ζ とにな

るが，それらの点に詳察を加えることは別の機会にゆづりたい.1'.こだ，偶然かもしれぬが，上

のように明らかに認められる数字の一致;・近似は，注目印しでおいてもよいことであろう.

c) その他 乙れは， (11)'Feng Pint. No・3[資料10]と (12)TII Oiqtim No. 7 [資料11]の2

通である.

前者は，この資料を最初に紹介レた祷家昇・ Tenishev両氏は誤読して，奴縛売買文書と考え

ていたが，正しくは奴埠解放文書であることは，既に私が論証したとおりである20). との証文

に一部売買契約的記述が見られるのは，この証文作製者がある男奴を買いとり，即日解放し

た.換言すれば解放するために買いとったからであり，そのときの売質契約証文は，既述の羽

Feng pint. No. 2文書だったのである.いずれにじろ，乙のNCI):'3文書は現在知られ:る限りではM

ウイグJレ文としでは唯一の奴埠解放文書でり，乙の解放文書として特長的なζ との一つは祝稿

文言のある ζとであった.乙の種の文言は後述の養子難縁文書と共通している.またbosbitig， 

本来の語義では「自由文書」とよばれていたことも，私が既に指摘したと乙ろである.

17) Radloff以来 qoqbuと読まれ，棉布を指す古語だと考えられτいた語を既私はよq明pU，H.ほかの場合
qaapu， quaapuと読まれるのもあるーと仮に読み漢語起源と推定していたが，原語iま比定できないで

いた(山田1964: 75 ; 1965 : 145.，-46). 乙の問題に関し，在ノさリのいHami，to~ 氏むも意見を求めていた

が，最近同氏はquanpoと読み，漢語「官布J:を写したも匂とする見解寺公表した・その可能性は私も
かねてから考えていたがjなお若干確認したい余地は残うている.cf.j:H:ami1tdn;Un acte ouYgour 
de ver出 deterrainprovenant !ie Yar-khoto・ Turcitll'J .t・ ).~aris 1969ヂpp.43，44.
18)棉布の数量単位については.cf.山田1965: 18? ; N. Yamll.c:la， Fpur notes pn several names for:weightso 
and measures in Uighur dec泊neIlts.'SftlaiaTurcica， . BIldap出 1971.pp.495; 496: 
19)前田直典，元朝時代における紙幣の価値変動. r歴史学研究jNo. 126， 1947. p. 45. 
20)山田，前掲設15)
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他の H乱後者は奴牌の結婚に関するものである園それぞれ別の主人のところに居た男奴と

女牌とが結ばれたので，双方の主人は，相互に納金を受けとって両名の結婚を認めることにし

て，問主人の責任で作製された証文である.この証文の記載だけでは，その背後にある当時の

奴牌の法的な扱いが十分に明らかにならないけれど， 将来他の資料が発見されれば，関連しで

ある資料となろう，なお， ζの男奴は鍛冶工として，女熔は織工として働いていたらしい

ことは注目される.

この証文

表i百の部分と

わたって議かれていて，かつて R且d10ffが内容長発表したときには，

とを別の文書と考えるという誤りを犯していたものである. [資料11]

なお，由u妄奴牌文書というにはふさわしくないけれど奴熔の問題を考える資科を与えるも
のとして，次のような文惑も発見されていることを附記しておきたい.それは Radlo釘が USp

No.116として紹介した 3Kr. 37b文懇で人の男奴の逃亡事件lζ 関するものである.その

関して，その奴の現在の所有主と旧所有主との聞で談合し，合意に達したことを証文に

したものと忠われる.現在，私はまだ 1-分に読みきれていない.将来、の研究を期したい圃

以との12点のうち，最後の2点はそれぞれ奴熔解放文書事あるいは結婚文舎として，いずれも

今までに l例づつしか知られていない証文であり，いま結論的にその醤式のことを論ずるわけ

にはしゅ〉ない.しかしF その他の (1)--(10)の良人または奴牌の売質文書については，既に

ふれたように，土地などの不動産売賀文蓄と完全に同じ書式lζ則してい脅かれているということ

ができる.即ち，文頭の日隊にはじまり，売援の理E13，売繋の対象物，代価の授受，買主の権

利宣言，金約罰p 証人の記名 3 売主又は証人の印記，議き手の記名，という諸事項が不可欠の

とととして記載されているのである， ζのような契約経文の定型的議:式のζ とについては既に

じたことがある 21)ので今は省略するけれど，ただ，以上の12点のうち，とくに売買証文の10

点のうちにふくまれる 4点について認められる次のような事実についでは，今まで十分にふれ

ていなかゥたので， ζのさい若干の考察を試みておきたい.

(2) TM206 [資料2]，(3) TIID373 [資料 3]，(7) SJ Mj6 [資料6]の3点は，それぞれ図版

2，3，6で見られるように，紙背に簡単な，下記のような字句の記載がある.

qutIuq-nl77 bas bitigi 01 rクトゥノレクの basbitigなりJ(TM206) 
pokiマatl且rar qarabaS-nI7] baii bitigi 01 rポキンなる名の男奴の basbitigなりJ(TIID373) 
bu bali bitig as品ntigin引 iマ01rこの basbitigはヱセンティギンのものなりJ(SJMj6) 

クトゥノレクは良人であり，ポキンとエセンティギンとは奴婚であったが，いずれも，それぞ

れの証文で売買対象とされている人物である.また， ζれらの字勾が現在紙背iこ警かれている

というのは，的の証文類でもしばしば見られるように，証文を細く折りたたんで保存すると

き，折りたたんだその表に，保存者が記した上警きあるいは題記をよび得るものとして書かれ

:21)山間1963;1964. 
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たからである.ぞのような証文の保存法のととは，私が既に指摘したところであり22うまたこ

のような題記が見える借用証文も紹介したことがあるめ.その借用証ず文のばあい一部不明の文

字があるが， yigadmiふniη……bifigrイゲドミシュの…・・・証文Jとあり，イゲドミシュとは借主

の名であった.

さらに， (8) Feng Pint No. 2 [資料 7]は文書表面の契約本文の部分の写真が発表されている

だけであるが，発表者の鴻家昇氏らによると，紙背右下角に「善斌元契耳石隈」の 7字がある

という.善斌とは乙の証文で売買対象とされている男奴 Pint切であり，末尾3字「耳石棋」

は私も解しかねているが， rピントゥンの元契……」と，上記の「クトゥルクの basbitigJな
どと同じ趣旨の記述と考えてよい.事実， basとは「頭，はじめ」の意味を持ち，漢語「元j

と完全に同義であり， bitig r書かれたもの」が乙の種証文類の一般的な称呼である ζとはいう
までもなく，要するに bashitigと「元契」とは同義の語である.

以上の4例から，乙の種の人身売買文書が basbitigと，それも被売人の名をあげ，その者

の basbitgとよばれていたことが知られるのであるが，実はこの basbitigという称呼は土地

についても用いられていた.たとえば Rad10ffの発表した?種の土地借用文書 (USpNo. 6， 

'TM 227)に，次のような表現がある.

Turi-ni可borluq-n均 ma可aqi1ip barmis bas bitig rトゥリの，ぶどう闇〔について〕の，
私につくってくれた basbitigJ24) 

その他， Rad10ffの紹介した 2通の土地をめぐる紛争に関する書状風の文書 (USpNo. 17， 

'TM219とUSpNo: 24， TM213)でもこの語が用いられてしいて，とくに TM213では einba:s 
bitigと警かれている cinとは漢語「真」を写したもので「真正な」を意味する.すなわち

f真正な basbitigJを問題としているのであった.

曽てウイグノレの証文類の分類をした故 Rah'metiArat教授は， bas bitig， citi bas bitigの語の見

えるものとして6点の資料を指摘したが25うそのなかには，上に私の示した4点のうちの Iつ

'TIID373と今あげた Rad10vの発表した 3点のほかに，彼が80104，179/30と示した 2通の文

書資料もある.との 2点の文書は RahmetiArat教授の研究歴からみてベJレリン・コレクショ

ン中にあったものに相異ないが，その原物はもうベルリンでは発見できなかった.従って教授

の説明によるしかないけれど，それによると，前者80/04はやはり「曽て売買された果樹園の

bas bitigJという表現があり，後者179/30の中には basbitigという語があらわれるだけらし

い.さらに， レニングラードの Krotkovコレクションにふくまれる 1文書にも (Kr.IV 618)， 

22)山田1965: 129. 

23)同上:132. 

24) Radloffは別の読み方をしていたが，私はとのよぢiζ訂正して読む.cf;山国1965:151.

25) R. Rahmeti Arat， Eski turk hukuk vesikalan， Sitzungberichte der 6. Arbeitstagung des PIAC in 
Helsinki， 4-8. 6. 1963. (Jo飢ゐ taSo/T'i拍砂
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ぶどう闘の b減 bitig~ζ 関する記述があり 26) ， bas bi tigという語が土地に関しでも用いられて

いたことは疑ないのである.

以上のように ba3.bitigとは，現在知られる限りでは，奴牌の，あるいは奴牌とされる人身

の売買証文， また士f自の売買証文について用いられているわけで，それを漢語では元契とよん

でいたこともわかったが，中国本土で元契という語が用いられていたかどうか私は知らない a

故仁井田陸博士によれば，中国では，一般に権利伝承を立証する土地売買証文は，公券(紅契)

でも私券(由契)でも上手契p 若手契，上手老契などとよばれている27) 元契と上手契とは語

義も通じるであろうが， 中国人本来の語として元契というのはなかったのであれば，それは

bas bitigをトゥルファン地方在住の漢人が漢訳したものであろう.いずれにしろ，現在知られ

る10点の人身売買文書は basbitigとよばれるもので，土地所有と間質の財産所有権を保証す

るものである ζ とは疑ないと言ってよい.

なお， このような売買証文については，法制史的には，どのような手続きを経たものか，公

証力はどうかなどが問題となるであろう.それらの点に闘しては，まず (10)USp No. 57 [資料

9]で，その第21， 22行l乙次のような語句があるのが注目される，

bu bitig a.. .-niηbagi adar-ni可t勾rasi日曜tabititim Iこの証文， ア…のベグのアダノレの面前

きたりJ

との証文の証人は別に 3名の者の名が明記されていて，それとは別K，このアダノレという者

の名があげられ， しかも彼は某ベグという称号でよばれている.ベグとはもちろん地方の公職

にあるものであろうから，とこで特lζζのような人物の前で惑いたということは，注目してお

いてよいであろう. また (3)TIID373 [資料 3]では，この証文の惑さ手エセネという者は y誌z

b品giという称号をつけてよばれている yuzは「百」で， 百戸長ともいうべき公職二者と考えら

れる.…丈の記載上だけでは，当事者たちが，近辺に居る有識者，文字を知る者としてこ

の人物に蓄さ役そ依頼しただけのようであるが，あるいはそれ以上の意味があるかも知れな

いや ζの文書は，図版3で見られるように，紙背に大きな三三角形の墨印がある網表面6ケ所lζ

捺されている当事者のとは別に，このような捺印のあるのは珍しい ζ とだが，あるいは，このi

:良のものかもしれない.このことも併せ考え，やはり注目に価すると思う.

それにしても，上記のような注目すべき事実があるにしても，これらの証文がいわゆる私券

以上の性格を持っていたかどうかを決するには，未だあ1まりにも根拠とレて弱いと言わざるを

得ないだろう.ただ，これらと同種類で同一書式で書かれている (8)Feng Pint. No. 2 [資料71

についてみると，それと同時に作製された解放文書には， [資料10]附註で述べたように明ら

かに官司の子による公証力を示す文字が見え，この売買証文には見えないという事実がある.

26) ，lI，且 TrrXOHOB，X03Jl11cmoo o6u{eCmIJeUublli cmpoti yuzypCKo2o zocyδapcm6a， X-XIV 611. MOCKBa 
1966. c'rp. 240， 24.1.新資料であるが THXOHOs氏の読み方は不正確であるので， 次の機会に文書内容ー

は紹介したい.

27)仁井悶隊 I中国法制史研究，土地法取引法」東京 1960.pp隈 346，347， 367. 
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これらピントゥン関係文書は，既述のように1280年のものと年イ℃比定されているじ，元朝の紙

幣も用いられていた.そのような政治情勢が比較的明らかな時代のものとして，少くともこの

売買文書は私券以上のもので、なかったと考えられる.そうだとすれば，そのイtl1の文書は，いず

れも年代不明であるが，やはり私券として作製されたものであり，それ以外のものではまずな

かったと考えてよいのではなかろうか.

3.養子関係文書

養子関係文書と考えたのは次の4点である. (13) 0.1 [資料12J，(14)司0/70[0.7] [資料13]，

{15) SJ 0/55 [0.8] [資料14]，(16) Ramstedt No. 2 [資料15]. 乙のうち，最初の0.1文官:は金銭の

受け払いを伴わない養子縁組契約，すなわち立嗣文書であり，次のり 0/70，SJ 0/55の2過は

売養子文書であり，最後の RamstedtNo. 2文書は，やや疑は残るが一J，iS養子縁組の解除，す

なわち離稼文書と見られるものである.以下それぞれについて，その内容を概観じておく.

a) 立嗣文書 乙の種のものは，現在までのところ ζの0.1 だけしか知られていな

い，乙の文書は既述のように，現在原物も写真も見ることができず， Radloffが USpNo圃 98

として発表したウイグJレ字活字版 textと独訳文とだけを参照して，その記載内容を窺うしか

ないけれど，文意の解釈については， Radloffの読み方を少からず補正した荘、なりの読み方そ

こころみた. [資料12]として示したところについて見られたい.

文頭部分は， Radloff によれば4行ほど，欠損しているが，そとには証文として常踏の日附

があり， この契約を結ぶに至った理由・いきさつが書かれてあったに相奥なく，それ以外のこ

とが書かれる余地はない.そうだとすると，この証文には金裁に関する記述はないわけであ

り，一方，明確に「養子にやった (orulluqbirtim)jと書かれているのである.存在第 l行日に

「…期待なく 9 子孫なきままになろうとて」といい，さらに第12行聞に「われに息子や娘が

まれるとも」という字句と併せ考えると，後闘を求める者があって，養子縁組が行なわれたと

考えて誤ない. トゥ Jレチという者に 2人の息子があり，その 1人のトゥ jレミシュという者が，

ストゥパクのと乙ろの養子となる，というのが，このときの養子縁組であった剛ストゥパクに

後日間がなかったのである.

文中には，実父トゥ Jレチの責任で養子たるトゥノレミシュが遵守すべき ζ と，ーサう養父のスト

ゥパクの果たすべき責任が記されている.すなわち， 1)養子は養父に孝:護をつくすべきこ

と， 2)養父は養子を実子の如く扱い，たとえ将来実子が生まれでも差別なく扱い，妥もとり

財産も平等に分与するとと， 3)養父がもし不当の扱いをするようなことがあれば，養子は自

由に養家を立ち去り得ること， 4.)養父が正当な扱いをしているのに，養子として不穏当な乙

とをい勝手に養家を去ろうなどとすれば，養子は不孝罪iζ間われるべきとと，などである，

注目すべき乙とは，養子，養父の双方は，以上のようなととぞれ主主)子法 (OTult凸rusi)Jの

とおりにし，それに従わねばならぬと記されている(第九 27行)ζとである.また，そもそ
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もが， 乙の英子縁組は「くにの法 (iltorusi) J によってなされた(第 3，4行)とも記されてい

る.tりruとは広般な;意味の法，規範であって p 乙の語だけでは厳密な法規定の存在を言うこと

はできないが，最低限 ちの聞に一応守るべき があった ζ とは疑ない.

この契約に立ち会った証人として 2名のものの名が記されており，実父のトゥノレチの印記

があって，彼の責任でこの証夕、は作製されている.今まで敦:患で発見された漢文文惑のなかに

も2過の，これとl司磁の養子文書があるが287，そのうち文末まで完存している l通 (Pelliot

chin.3判 3)ではp やはり 名が， 名と lこ言己さ11，てし、る， すよ 容

はp このトゥルファン出土ウイグノレ文のものと敦燈出土漢文のものとで，相応すると乙ろ

常に多い.比較対照すべきである.

b) 前記 SJ0/70 とSJ0(55 との 2j患であり，いずれも

Malov が紹介し解読研究を発表したものである.ζの両文書とも原物について調査し得たの

で，個々の字句の解釈において MaJovの読み万を修正すべきと考えたと ζろも少なくない.

この 2i患の証文が，し、ずれもある男子を!養子にやる (orulluqbiト)Jときのものであること

は，前述の0.1文書と問c-であるが，これらでは0.1文書のばあいとは異り，金銭の受渡が行

はわれている.そして，養子にやる理由として，両文書;とも実家での手元不如意のことが明記

されている.立嗣の目的でやる 0.1文書と区別される理由はこ ζ にある剛一方，息子なり弟

なりを他人のところにやり，然るべき代価を受けとる年季奉公か人身質入れ契約のものもある

が田J，それらでは る(orulluq.birサ」という表現は用いられていなくて，実質はどう

であろうと，やはり明確に区別されるのである.これらの理由から， ζ の2通の証文を，私は

と;考えるものである"

との|向文書の記述内容は共通している.すなわち，1)日附にはじまり， 2)理由， 3) 

けとった金子， 4) 築家1WJの責任， 5)実家側の責任， 6)篠家側・実家側双方に対する

罰などの諸項目，そして末尾に，7)後文(証人・印記・書き子)がある，以下，それぞれの

項目につい℃注目すべきところを指摘しておこう.

まず2当事者の乙とであるが， 0/70文書では，カイツォ・トウトウンが息子のティツォをチン

ツォ導者のところにやっており， 0/55文書では，ティツォとアlレチ止クとの兄弟が彼らの弟ア

ンツォをトイナク・シラヴァンティのと ζろへやっている.一方では売られ養子にやられるも

のとして，他方ではやるものとして，ともにティツォという者の名が現れているが，このこと

についてはイまた後でふれる.いずれにしろ，息子のばあいと弟のばあいとの両方が見られる

のであるが，実家側と養家側との関係は丈記紙面だけからは不明である.

受け払いされた金子のことを， とも sutsawincとよんでおり， ζの語の読み方・意味

については， [資料13]語訳13--4で説いた如く Malovは誤解しており，正しくは「乳の謝礼j

28)中間科学院歴史研究所資料室編「敦燥資料IJ北京 1961.pp. 4]]， 472.仁井田陸「唐宋法律文書の;研
東京 1937.pp. 53237. 

29)山悶，前:ltt[主 16)参照，
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すなわちそれまでの養育料をさずにちがいない a 養家側として実家側に支払うわけである.

は養育料であっても，それが身代金的性格を持つことは，中 いて

仁井田陸博士が述べたとおりであろう 30) いずれにしろ，その金額は， 0/70では半ヤストゥ

ク， 0/55では20セテイノレであったが，半ヤストゥクとは25セテイノレであ勺で，近似の価格と

ってよかろう.

の義務責任にーついては， 0/55では養父トイナクが重喜子アンツォ在実子サムボトゥと平

等に扱い，家産の分割にも平等にあずかるべきことると明記していて注目される.0/70では， ち

ょうど養家偲IJの不当な扱いにふれているはずの数語が判読不明(第6行)だが，とにかく

が養父に対し正当な敬意を払って仕えているのに，何か不当な扱いがあったばあいには，

は自由となり得る.それを養家側の者が強制的にとどめることはできない旨記しであると

られる.一方，実家側としては，当然ながら一度養子にやった者を勝手に連れ民すことはでき

ぬ昆両文書とも記しであり p さらに0/70では文末にとくに，義子本人が設父を正しく

ベき ζ とを重ねて記している.

として， 0/70では，養父側が違約したばあいにはヤサにより罰せられるといい，

側のばあいにはオゴタイの軍やダjレガたちに罰金相当のものを差し出すと記されている.このl

ことは，この文書:の年代がそンゴJレ支配下時代であることを示す点、で注目されるが，いまその

問題にはふれない.そしてさらに，実家側としては養父チンツォに 2倍のものぞ支払う旨記し

ているが，これはおそらく，このとき受けとった金子の 2倍ということであろう.すなわ

ヤス卜ゥ?の 2倍 1ヤストゥクである.0/55では双方どちらが違約しでも，それぞれ lヤスト

ゥクを相手に支払う ζととしている.ちょうど0/70で実家側に対する

払うべしとしているのと同額である. 0/55ではそれ以外何も記されていない.

証人は， 0/70では 3名， 0/55では 2 名になっているが，後者の ~~r あい{[l2 ~ζ3 名の者の名をあ

げ，彼らの面市jでこの証文を作製したと記しているのは注目されるが，いまそれらの者がどの

ような役割を果たすものか即断はできない.ただ，ティツォの実父キイイツォもそうだが，こ

れら 3名の者はみなトウトウンもしくはシラヴァンティの，ほんらいイム僧の持つ称号がその名

に附いている.また0/70での養父チンツォーは ayargatagimIig r-毒事者jという明らかに仏僧と

しての称号でよばれているし， 0/55での養父トイナタの名Kも，またシラヴァンティの号が附

いている.このような事実が背景にあることは記憶しておいてよいととであろう .tよお， 0/55 

では書き手は策 3者であるが， 0/70では実父のキイイツォ・トゥトゥン自身が書いている.

のは，この両文書とも，印記の条lζ 「との印章はわれら問者のものなり (butamra 

biz ikagu..nu7J 01) Jと警かれていることである. 0/55は全体の文脈からみれば，

双方の，という意味にとった方が良さそうである.0/70では，乙の印記のあとさらに最後に，

養子本人ティツォの名で， 1-ζの印はわれティツォのものなりjとあらためで番い

30)仁井田陸，前掲;註)p. 541 なお中国では干し銀などの表現のほかl浦乳銀ともよばれていた日jであり， ζ一

のsutsawineとまさに一致している.
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ぷ!Jもされているので，はじめの「両者Jとはやはり実父・養父の両者のようであるが，実際lこ

接されている印は同ーのものである.解釈に苦しむわけであるが，この種の証文類では，書き

は「某々に訊ねて書いた(…qa/kaayitip bitidim) Jと記し，証文作製の責任を明らかにして

いるのが普通である.しかしこの両文書では，いずれもそのような表現は用いず， 0/55のばあ

いにも，書き手のエノレギコ lレ・トゥトゥンは，ただ「訊ね書きたり」とだけ記し，誰l乙訊ねて

とは言っていない.そのようなことからも，現在私は， ζの両文書:は実家側。養家側双方の共

同責任の下で作製された，すなわちgζの印記l乙言う両者とは実家側・養家側の双方という意

味 !C解ずる方に傾いている.一般にとの種ウイグソレ文芸事で用いられる印章・捺印の意味すると

ζろは，個人の署名捺印というよりは一種の封印的な窓味と解すべきだということは，私の習

で;命じたと ζろでもある 31).しかし，なお，今後検討は議ねたい，

最後に，これら養子文書としての記載内容のことではないが，前にも一寸ふれた両文書に共

三車に現れるティツォという人物をめぐる問題会このさい指摘だけしておきたい.0/70， 0/55は

そもそもはそれぞれに0.7，0.8の文書番号を持ち，はじめに述べたように Ol'denburgが同じ

:時，同じ場所で入手したものである.また彼はそのとき， もう 1通0.6の番号を附した文書事も

周時iこ入手している.0.6は現在員J0/54の番号で整理されているが，この文書がまたキイイ

ツォ・トゥトゥンが，その息子のティツォを3年年季で，人質としてチンツォ・シラヴァンテ

ィのと ζろへやる証文である 32). 0/45(0.6)と0/70(0.7)とは疑なく同一当事者によるもの

であり，前者は豚年正月10日附で 3年年季にやる，後者は犬年11月26日附で養子にやってしま

うという証文である.どちらも父親のキイイツォが金子必要となってというのが理由であっ

た.常識的には，はじめ年季奉公にやり，のちさらに窮して身代金を受けとり 9 養子にやって

しまったと考えるべきであろう， し，かし残りの l通 0/55(0.8)文書があり， ζれは牛年8月

15日附だが，そ乙ではティツォが兄と共に弟をトイナクという者のと ζろへ養子にやるという

例証文を脅いているのである鴎前にも指摘したように， ζの0/55(0.8)丈蓄に登場する人物の

ほとんどは僧籍者のようで，その点はじめの 2文書とも共通し， Ol'denburgの入手状況から

みても， このティツォは他の 2文書のティツォと同一人と考えてよいはずである.そうだとす

ーれば， このティツォをめぐって現在知られる 3通の証文の示す事実は，どのような状況ぞその

背後に秘めているのであろうか，いろいろの問題を提起していると思われる.

c) 離縁文饗 Ramstedtの発表した4還の文書のうち，その No.2をこの種の契約文

と私は考えた.その記載事項は次のようなものであった. 1) 日附， 2)理由といきさつ，視

稿文言， 3) 自白宣言， 4)追奪担保文言， 5)違約罰，そして6)後文(証人・印記・書き

乎その他). 

ζの置E丈は，キェニ・クズという者が病気になり，それも意態となったので，彼のところに

居たブカ・クリという男の子を自由の身にしようとして作製されたものであって， bos bitig r自

31) 111同僚夫，タムガ(印章)雑考. r和田博土古稀記念東洋史論議」東京1961.pp. 1021-23. 
32)ζの文警については，前掲註 16)所引山田論文参照，
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白文書」とよばれている(第7行).前に示した奴牌解放文書 (FengPint. No. 3)もbosbitigと

よばれたはずだ，ということは既に指摘したとおりだが， bos は広般に自由であり束縛されな

い状態を示す語であって，解放でも離縁でもよい.また， r父母l乙buyanitagzun tip (福あれ
かしと)Jという祝福文言，今後の行動は完全に自由であることを宣言すると乙ろに用いられ

ている orutarqa qodi qumqa barsar r上は山へ下は砂漠へ行くとも」という表現， そして後文
の部で証人として，実際の証人の記名の前に tortlllaxarac taηril品1'， yiti alは balti.ztaηrIm 四大

天王，七姉妹神」の名を記している ζ となど，いずれもれngPint. No. 3文書と

ところである.Feng Pint. No. 3文書が奴牌身分からの解放文書であることは，

しゅといる

との

関係で疑ないところである.そうだとすれば，との RamstedtNo. 2文書も同種のもの，すな

わちブカ・クリはキェニ・クズのところの奴隷であって，このさい解放されるのだと考えるの

が自然のようでもある.ブカ a クリの名のクリはまさに qul1-男奴」の;意味でさえある.在、は

当初はζのように考え， この文書も奴牌解放文書と考えていたのだが，以下に述べるような諸

点を考慮するとき，いまは，なお若干の疑は残っているが，むしろ養子身分で束縛されていた

ことからの解放と考えた方が良いと思っている.

何よりもプカ・クリがキェニ・クズのところで男奴であったととを思わせる記述がない幽名

前lこクリという語があることだけである.のみならず，キェニ・クズは「ブカ・クリという名

の男の子に (buqaquli atlir oru1inqa)J自由文書を与える(第5，6行)，と言っている“奴』単

身分を示す qarabasとか qulとかよばずに，一般の男児，息子を指す oru1でよんでいるので

ある.またこの証文を，ブカ・クリの兄プクサン・トインの立会いの下で書いた(第19，20 

行)と明記しているし，ブカ・クリについて「ケンシのところで生まれた (K均百i幽凶 tormis)J 

と父親の名と思えるものも記Lてある(第5行).ブカ・クリの家放の存在が無視できぬもの

としてあったと考えられる.さらにキェニ・クズは，乙のブカ・クリ解放の件を，シンクイ・

トウトウン・ベグと女婿のリケとに相談して決めたと言っている(第 3，4行)し， リケは，

多分重態であったキュニ・クズに代って証文作製の責任を負い，文末の印記の条も彼の名で記

されている(第20，21行).要するにキェニ・クズ?には女婿リケ以上i乙親近な男子が居なかっ

たようなのである.相談相手となったもう 1人の人物は，その名より見ても，近隣の地位ある

人物であったろう.このような諸点を考慮するとき，近在に生家のあったブカ・クリは，どの

ような形でか，とにかく養子的存夜としてキェニ・クズの家にあった，まさに男の子 (orul)

であったと考えるのが最も真実に近いと思う.

お わ り に

以上，現在各国lと所蔵されている 200点を越える中世ウイグル文書類のなかから，在、が奴舛

関係または養子関係文書と考えた 16点のものについて，その内容によって，良入売買，奴碑売

貿，奴i字解放，奴牌結婚許可，立嗣，売養子，養子離縁の 7種を類別したわけである.そし
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て，類別の根拠を示し，それぞれの証文としての記載内容を概観し，記述されていることのな

かで注目すべき点も指摘してみた.以下に[資料n-[資料15Jとして掲げた個々の文惑の性
格が，これによって明らかになったと思う.

この植の文書資料は，いうまでもなく，東トルキスタンとくにトゥノレファン地方の中世社会

史研究にとって，あるいは法制史研究のために資重な資料となるものである.同地方すなわち

ウイグル・トルコ人を中心とする仏教世界のなかの l地域社会，そこの具体的歴史像そなまな

ましく描き出しているといってよい，これまで敦燥出土の漢文文書のなかに， これらと同種類

のもののあることはよく知られていたィ比較的数の多い奴熔解放文書と目されるものが，断片

も含めて 6-7 /え知られているが，多くJま書式集であり，実際に使用されたもの

ものは発見されていない.また人身売貿関係のものは 2点だけで， このウイグノレ文は10点もあ

る.養子関係文芸容でも，敦煙出土のものは，実際に使用されたものが2点と書式が l種類ぐら

いあるが，明慌な売養子文容や養子離縁文誌は， このウイグノレ文のものだけである，こ ζlζ発

表するウイグノレ文の文書類が，その量の点、からだけみても， もっと学界で注目され研究が深め

られることを期待したい.両者は比較検討すべきなのである.

それにしても， ζれらの文書について，その記述事項などの歴史的観点からの分析には，未

されている問題が多い.とくに個々の文書の年代比定からして，一部品?除いて明らかでな

い周年SEZではないけれど，今後極力究明せねばならぬ問題である.

く1968年夏に序論の部売をのぞいて印刷に付されていた.その後荘、の身辺の事情

は，完成を遅延させて今日に至ってしまった.今回，当初は本論と題して，より

iζついて論ずる準備ぞしていたと ζろを放棄して，序論として， 主記のような概観だけにとど

め，とにかくまとめた次第である.その問，印刷所をはじめ学部事務部その他各方面の方に多

をかけたことをお詫びせねばならない.

本稿が成るにあたっては，未発表資料の研究発表を許可され，多数の資料写真も供与された

ベルリンの DeutscheAkademie der Wissenschaften zu Berlin， Institut fur Orientforschungラ現在の

Zentralinstitut fur Alte Geschichte und Arch品ologieの当局者，さらに， 1967年夏 1ヶ月余にわた

て〉 し， され， 贈与されたソビエト科学アカデミ

及び同アカデミーの， 当時の珂HOT日TyT Hap040B A3Hll，現在のliIHOTllTyT BOCTO!WBe4eHHH 

のレニングラード支部の関係諸氏の街l好意に深く感謝するものである.図版 1，3，4，5，9な

どは， との両機関の御好意によって，今回初めて世界の学界に発表容れるものである.

ぐ〕

lこ 3年前iC文書研究の部を印刷に付してからのち，ほんらいなら当然参照すべきであ

しい研究成果の発表があった.そのうち特に重要と忠われるものは下記のものであり，

それらは今回の序論執室長にあたっては参照したが，個々の文書研究の際には参照引用していな

いこと会おことわりしておきたい.なお，私自身もその聞に，本稿lζ関連する研究を発表して

いるので，併せて ζ こに示しておく m

一一ワワー吋
初旬
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L. Ligeti， Un vocabulaire sino-ouigour des Ming. Acta Orient， Hung， tom， XIX， pp. 1 18-316.Budapest 

1966. 

L. Ligeti， Documents sino晴ouigoursdu Bureau des Traducteurs， ibid tom， XX， pp. 253…306; tom 

XXI， pp. 45-108. 1967， 1968. 

1.. Ligeti， Glossaire suppleInentaire品uvocabulaire sino-ouigour du Bureau des Traducteurs. ihul伽

tom， XXIIラpp，1-49， 191--243. 1969. 
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turques. tom. 1， pp. 26-52. Paris 1969. 
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N. Yamadaづ Fournotes on several names for weights and measures in uighur documents. 1.. Ligト

ti ed.， Studia Turcica. Budapest 1971， pp. 491--498. 
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文書研究篇

文書自次

[資料1] TM 95， D181 男児売文書悶版1

[資料 2] TM  206， Dl8.7 [MaInz 693] (L巴 GoqHU No. 4， USp No. 16， Malov PDP、

No圃 16) 婦人売文書図版2

[資料 3] T II D 3.73 (USp No. 61) 男奴売文書図版3

[資料 4] 3 Kr. 34 (USp No. 114) 女牌売文書図版4

[資料 5] 3 Kr. 38 (USp No. 110) 女牌売文書図版5

[資料 6] SJ M/6 (Malov DUD No. 2) 女蝉売文書凶版6

[資料 7] Fe時 Pint.No.2 男奴売文書図版7

[資料 8] USpNo. 56 女牌売文書

[資料 9J USp No. 57 男児売文書

[資料10J Feng Pint. No. 3 男奴解放文書図版8

[資料11] TII己iqtimNo. 7 (USp No. 73十No.81) 奴牌結婚許可文書図版9

[資料12] OJ (USp No. 98) 立嗣文書

[資料13] SJ 0/70 [0.7] (Malov URD No. 2) 売泰子文書図版10

[資料14] SJ 0/55 [0.8] (Malov URD No. 3) 売養子文書図版11

[資料15] Ramstedt No. 2 養子般縁文書図版12
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〔資料 1J

TM95， n 181 図版 I

1) t07)uz yil ikinti ay uc ya刀i-qa
阪歳第二月三万r[日]1に

2) ma加 quqqamuぱ t[a]mllni-qayU7)laq 
われにククタムニ タムニに 用う

3) ..llr boz kargakbolup alpi.s 
ベ~棉布 必要となり，アlレピシュ

4) 開tin品ligta日 bozilig品

より 50 粗布手にで

5) alip ö~üm-ni叩 yU7)cï atlaγ 
うけとり，われ自身の ユンチ〔なる]名の

6) on uc yasa1' ar or1an叶:lI
十三歳の男児を

7) alpis-qa torru tomlidu saclim 
アノレピシュにまさにまさしく売りたり〔われ].

8) ilig-ta aJip bu biq.ig-ni 
手にでうけとりこの 誉会つけを

9) qilmis kun uz品 manalpis 

作りたる日 lζ， われアルピシュ

10) t拙品1sanap birclim man quqq.amuni 
すべて数え与えたりEわれ].われ ククタムニ

11)γm託 tukalsanap a1q.im bi1' agsug 
またすべで数え受けとれり[われ]，ー[も]欠くる

12) -suz bu yu可ポE臼ト川閉q乱 m凶1試i匂7マ7Y戸凶1註1t凶f杭1m
なし内 ζのユンチ lにζ 千 f年E年手 万

13) k山内ふt品gi a1piii arklig bo1z-un 
日 lこまでアルピシュカあるものたるべし.

14) ta plasa1'りz-I tuq.号U!l taplamasar 
好まばみずから保持すべし.好まざらば

15) adi日 kisI-kaaclkはru saq.~u!l 

他人にゆずり売るべし.

16) bu yuηCi-ni可 80ηbayan
このユンチの 前後で【?) 

17) oqrisi y且lqani bol?!-a 品ki1' qarふ且

Eまみ 偽り あらば，強き反対
4帯e 

18) 帽sibo1手刷乱 O出吋 yu均s討luk王 bu叫1u
あらば，斗十4人衆百人衆 としで

*原文書B 話中の l字の一割を書き落している.
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19) cam carim qilsar man quqclamuni 
紛 争 為さば，われククタムニ

20) bilir man alpis bilm出 kim kim 

関知す.われアノレピシュ関知せず.誰 某

21) m-孟t川 upcam carim qilsar 
ぞとて紛争なさば，

22) ulur suu-k孟 aq y且scluq bag 
大 主互に白きヤストゥク，

28) -1品r-k誌 ad品I樹kayararu acl 
たちに 1較に適える馬

24) birヤ 50叫z-司品-
与え， [彼らが]言葉通ぜぎ、るべし.

25) bu nisan tarnr-a man quqclamuni 
乙のニシャン タムカーわれ ククタムニ

26) 幽nlη01 tanuq odkak* * tanuq ilCi buq圃a
のそれ.証人オェドケク，証人 イノレチブカ，

27) tanuq tuSclarnur bu nisan man tanuq 
証人テュシュテミノレ.このニシャン，われ，証人

28) 凸dkak-niη01
オェドケクのそれ.

29) bu nisan man [ta]nuq [il]ci-buqa岨ni可01
乙のニシャン，われ， 証人 イルチのそれ.

30) bu nisan m誌ntartuq tuSclarnur-ni1)ol 
このニシャン 9 われ，証人 テ』シェιテミルのそれ.

31) bu nisan man toran ? qclqan-ni甲01
ζのニシャン，われ，トガン ?クトカンのそれ.

32) m品nsila quqclarnuni-qa incka ayclip 
われシラ，ククタムニ i亡 率tDく 訊きて

33) bit;lirtirn 
著書きたり[われ1

English translation: 

On the third ofnew， the second rnonth， th巴yearofpig， for rne， for Quqtarnuniβbeing in need' 

of cotton fabric for use， 1， receiving ty hands， frorn Albish， Efty rough cotton fabric， have sold t伽

Albish my own's thirteerトyear-oldrnan-child n乱rnedYungchi. On the day when 1， receiving 

[it] by hands， rnade this docurnent， 1， Albish， have counted and paid cornpletely， [and] 1， Quqta耐

rnuni have counted and received too. [lt was] not rnissing even a single! To this Yungchi， until a 

thousand years and ten thousand days， Albish rnay be powerful， ifhe likes， he may hold [him] for 

his own， if he does not like， he rnay transfer and sale [him]to other person. If， of this Yungchi， 

later [01'] sooner (?)， a theft and falsehood rnay happen， quarrel may occur，and， forrning groups 

of ten or hundrecl， one rnay cause troubles， 1， Quqtarnuni， will accept， 1， Albish，willnotaccept. 

Whoever it may be， if they rnay cause troubles， they shall offer whiteyastuq to the grand army， horses 

林原文書，修正しである.

n
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suitable for saddle to bags， and their words shall not paS8. 1'hi8 sign"seal 18 that of me， Quqta-

muni's. Witness， Otlぬk. Witness， Ilchi Buqa. Witness， 1'ushtamur二1'hissign is that of me， 

wItness， Otk紘's.

1'hi8 sign i8 that of me， witness， Ilchi Buqa's. 

1'hi8 sign i8 that of me， witne釘， 1'ushtamur's. 

1'his sign i8 that of me， 1'oghan困qtqan's.

1， Shila， inquiring to Quqtamuni in detail， h且vewritten. 

語釈

l-~ 1 2) quqtamuni:先p手の名であるが， トルコ名ではないと恩われる"

1-2 2) t[a]muni:一見品murと読める.しかし，あとに続く接尾訴は疑なく -qaであるから，そう

読むべきではなく，このさい，前の売手名の後半部 tamuniを，誤ってかあるいは理社iがあってか，著書い

たものと考えておく.

ト3 4-) tas boz:防jじ表現を私はなお他に3例見出しているが，そのうち，未発表資料の TM86は棉布

ゆoz)借用文醤:である.残る 2例は，ともに Radloffまたは Malovにより既に発表容れている資料に見え

るものだが，その一つ USpNo. 8 (TM 236， D 176)，第5行lζ記された aligtas bむを， Radloff は alig

bas bozと読み“funfundfunfzig(St凸ck)BaumwolIenzeug"と訳したり.Malovも同警の補訂lζ当って修正

していない.しかし，私が原文書を実見したと乙ろでは，これはやはり t制bozである=他の 1例は Malov

PDP No. 2，第9，第10の尚行lζotuzt出 bozと記した，それである Malovもζう読むζとは読んでおる

がp 訳語としては“T[lT1I¥aTbMe[l XO.llCTa" (1. 9)， "XO.llCT B TpHp;aTb Mep" (1. 10) (棉布30)とだけ記し2)，語棄

の部では“聞のilllIRll耳目CTb(外の部分)"の訳語を与え， Itas与を見よ IJと記しているわ.正しく解釈してい

なかったらしい.

夜、は，これらの諸例すべてを tasbozと読み，その tasを，マフムード・アル・カシュガリーが「悪い!

の意味を与えた t制のと関連ずけて考えたい.すなわち， tas bozは「粗布」であろう. なお， JjlJ Iこ，新資料

TII18131乙inckaboz (紛い布)という表現がある.tas boz はそれと対比すべきものと考えられる.

k4- 4-)引 ilig-taal・:iligIま「手J，従ってζの表現は「手でとるJの;意.手から手l乙渡して， という ζ

とだ、が，同じ表現は Ma1ovPDPNo聞 2にも Ot.Ry54-3にもある 5)

1-5 5) yu可ciatlar: yuマciIま， られる男児の名.a tlar I atlirの且tは「名J，-larl-11r は 1-のあ

るJ

ト6 6) Otl UC yasar: on は「十J，uc は「三J. をいうのに間前というのは新しい表現で，古

くIt.ucyigJ;'tlu (3.， 20)といい，いま知られているウイク。ル文著書のなかでも，この新しい数称を用いた例は

I) USp: 8. 

勾 2)MalovPDP: 207 

3) ibidi4-27 

4) Brockelmann: 198 "schlecht円

5) Malov PDP: 206， 207 ;護 1960: 25， 29 
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むしる少い yasar，の yaii!ま「年令」の義で，戸sarで r-才の」を意味する.

1-7 6) ar or1an: arは「男，夫」の意味であり， or1anは「子供，若者，息子」の意味である.すなわ

ち，乙乙11:は「男の子」と記されているわけだが，乙の〆さい 5行自11:ozumrわれ自身のJとあるのと併

せ考えると，乙れが，その息子である乙とがわかる.

1-8 7) torru tomlidu:売買契約文のうちで，定型的に sat-r売る」を修飾する語として用いられる乙

とは，既に指摘した乙とがある句.torruの語義が「まさしく，まっとうに」などであるとと， tomliduの!

語源は明かでないが前者の重畳詩的表現と解される ζとなども，既11:知られているとおりであるわ.

1-9 8) bitig: biト「書く」にもとずき「書いたもの」の義.ζの種の証文類も，みな bitigとよばれて

也、る.

1-10 11.)12) bir agsug-suz:birは「ーJ，句SJlgは持su-r欠ける」にもとずく名詞形，すなわち「欠

損」の意.-suz /-suzは否定を示す.ーっとして欠ける乙となく，という意味にちがいないが，乙れと同種

の漢文文書で「一無懸欠jという表現がよく用いられておりへおそらくは，乙の漢語表現が襲用されるに歪

ったものだろう.T 111 M:，2P~ dの土地売翼文書にも用いられているが，そこでは biragsug圃suztukal 

sanap altïm とあり，土地の売主がその代価を r~も欠くる乙となく，すべて，数え受けとれり」とあって，

文脈はより自然である.本文書のばおいも，その前の「・・1・・?受けとれり」にかかる副詞句11:相異ない.

1-11 16) 言。ηbayari:s仰は F後の方Jという意味で古くから用いられているわ.時間的にも場所的lと

もである.問題は bayanであるが，まず乙れは baya・nと分解して解し得ょう.baya は「先の，前の」な

どの意味のある ζとばで，やはり良《知られている10¥ しかし，乙れは，今まで、知られている限りでは時間

的意味しかないらしい.とにかく，乙の baya1と yaz~n r夏11:J，01 odun rその時ICjなどに見られる造語

尾ーがりがついたものとみれば， bayan 1と「先に，前!Cjの意味を考える乙とは可能だろう.あるいは，他

の機能を持つ造語尾かも知れない.

いずれにしろ， ζ乙の文派上，私は，乙の両語を併せて「前後!C，前後のJというような意味を考えた

い.前の buyU7}ciナ尚「乙の与げのムを受向ものとすれば， ト…の前後!C"，の耳辺で」と場処的

意味と解すれば最も文意は通じやすいと思うぜただ、L"，¥もしとえに bayaの語義からして時間的にしか解し

得ぬものなら r遅く開くに遅かれ早かれ，何どきにしろJというような意味]'，まさに日本語の「早

晩j11:類した表現が考えられるわけだが，そのような副詞句の挿入が，ことの文脈上可能であるかどうか，

その他の諸点と共にトルコ語学専家の御教示を得たいと思う.

ト12 17)ortisi yalrani bol・:，orrlの語については， ，Brockelmann: 125，“verborg~n， Diebstahl， Dieb"; 

Wb 1: 1020 [Schor. Uig.]， "der Dieb， der Diebst匂ahl'勺 HIIY:39a， 0叫qrY，襖力 a制01五i“賊(盗む，害す，盗

賊)"などが参照される. ya1ran の語については，同じく ~roékelmånn: 74及び wbIII: 175 [Kom. Bar. 

6) 山田 1963: 41 

7) 山田 ibid.;護 1960:31; Arat 1965: 269 

8) 諸例は， Pelliot No. 3394; Stein Nos. 1475， 3877などの漢文文書は見るととができる.';，cf，教J爆資料

工:287， 288， 293， 297， 309， 311. 

9) Brockelmann: 183， "hintere Tei1"; Wb IV: 533， Z)die spatere; nàchfólgend企 Zeit~' 3)，itachher， 
spater， 4) von hinten kommend， 5) nachfolgend 

10) TT V: A) 50， 100， 15; Wb IV: 1467“letzthin， vor einiger Zeit".その他 Malbγ1954:140.tよど

11) AGr: 9424. 
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Tob. Kas. Uig.]， "dic 1ぷge，lugnerisch"; HIIY: 89 b， yalqan，限竿 yenhan "虚(空し，いつわり〕刊など

が参照される.そして.まさに orriya1ranという表現も， Radloff によれば KutadguBiligに用いられて

おり 12入要するに「盗みや虚言などの悪事，それをする者，する ζと」を意味すると思われる.

なお orrIbolーの表現は， Rahmetiの発表した医学審断片の一つに「へその上にあざがあれば盗人となる」

と，単iこ滋人となるという意味で用いられている例はある13)圃しかし，本文書のばあいは orriのあとに

は寸i，ya1ranのあとには-iと，いずれも 3人称単数(もしくは複数〉所有格，あるいは転じて限定的意味

を示す語尾川が附せられており， ζζの bol寸土，これらの ζとが!おこる」の意味と解すべきであろう.そ

れは，以下の qar1iasibol-，とも併せ考えられるととである聞

1-13 17)18) 仏kirqarsasi bol-: takirの諮は， Wb IIl: 1020 に Karakirgiz方言としてあげられてい

る，“gross，machtig刊の意味とされている例しか知らないが，このさい参照したい，

qarsa についても， Wb Il: 206 [Kir. KaトL.]，qarsl= qari'ii; 208 [Tob. Tu1'. Kom圃Kas.Krm. Osm.-Ad. 

Kar.-T.] qari'li "das Entgegenstehcncle， die gegenuberligencle Stelle usw."ぞ参照して「反対」の意味と考

えられる.なお Borovkov:202， qarsa qal'如“rrarrpOTJi!B(に対して，反して)"参照胴

qadasiの -.-siは，前の orrisiyalraniの siJ --Iと同じ語尾で.bol-も前のばあいと同じ，すなわち， [""強

い反対がおこるJということを，ここでは言っているにちがいない.

1-14 18) onluqi yuzluki bul-: onluqi， y註zl凸kiのーiは，ともにやはり前の -SI，--Iと同じ 3人称所有格

もしくは限定の語尾町 on[""十J，yuz I百」にもとずく onluqyuzluk については，歴史上の隣保市jの問題と

して綜合的に考察せねばならぬ.

ト15 19) cam carim qilペ諮源などについて問題のある camcarimという表現が，とにかく「紛争J

のような意味であることは，既!C私の論じたところである日 ζの種の契約行為に関して常に用いられてい

る.

1-16 20) bil-: 本来の意味「知るJから「責任をとるJの意味に用いられている.やはり，既に論じた

ことがある1H)から今はくりかえさない.

1-17 22) u1ur suu: ulurは「大きいJ，s仙は「怒，軍隊Jの義であることは衆知のとおりである. こ

の「大軍」という表現については， 1，1時空交昇氏がふれたことがある 17)だけだが，彼の， I大軍」とはウイグル

域内iこ駐在した元朝の軍隊を指すという見解を，私も支持したいと忠弘ただし， ζのような震史上の問題

については別に論じたい.

1-18 22) aq y乱stuq:γastuqの原義が「枕Jである ζとは，中世以来現代にいたるまでよく知られてい

るとおり的だが， 一方，これら中世文書では baqir，s託tirと並ぶ通貸単位としても用いられていた ζと，既

12) Wb III: 175， tagip orri ya1ran ani a1rai s凸s"greift ihn ein Dieb uncl Lugner an， so rettet ihn c¥as 

Wort円(K.B.21，1)'ただし，私の手もとにある KutaclguBiligの諸紋原典にこの句は発見できなか

った.

13) TT VII: No. 37， 1ine泡6，，7，. kintik ust註l1mang bolsar， orri bolur“Wenn man oberhalb c1es Nabe1s. 

ein mal hat， so wird m品n2umDiebぺ
14) AGr: SSl93， 360. 
15) 11， fl] 1963: 50. dらに新しくは111回 1964:36， 37. 
16) 山田 19日:65. 

17) Feng: 123， 124. 
18) Brockelmann: 81; Wb III: 223など.
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jζ説かれているとおりである問.しかし，現存資料のうちでは，通貨として，棉司令類のほかには少くとも

cao (妙)， altun. (金)， kumus (銀)が認められるうち， yastuq ， caoのばあいにはまぢしく通貨の単位

称円?として用いられているのに対し， altunとkumusのばあいには，単位称呼となる以前の金・銀のJ白金

そのものの名称としても用いられている.たとえば，ある契約証文20)で 1600ヤストゥク妙J1100ヤスト内ク

紗I1500ヤストゥク紗Jなどというばあい，またー遺産分割証文21)で 13ヤストゥク紗Jというばあい，さ

らに中統宝紗について [-20ヤストゥク」という似のなど，すべて，明かに価格計算単位として yastuqは用

いられているが， 11金ヤストゥク (biraltun y抑制q)j23うi5金ヤストゥク (bi1ialtun y出tuq)J叫あるい

は r1銀ヤストゥク (birkum註sy出 tuq)j25)， 1 1銀ヤストゥクずつ (birarkumus y出tuq)2o)J などというと
きの yastuqは，むしろ地金のととをいっていると考えられる.

乙れらの通貨に関する問題は，各文書の年代差の問題もふくめて，別lζ詳論を要ーするところであるが，要

するに，とくに前悶直典氏が論証したように27)，yastuq はまさに中国の鋭錠に対する中町ウイグソレ人のと

とはであり，金・銀の地金そのものを指しでも，それから発展したi自主主計算単位としても用いられており，

本文書のばあいのごときは前者の意味に解すべきだと思う.

aqの原童話は「白し、」であるが，乙のばあい， kumuS i銀，銀貸lを言うものと思う. Radloff によれば

Osman語に「銀貸」をいうのに， aq aqeaという表現もあるようである28) なお， SJ 0/70 ([0.71， Malov 

URD No. 2)文書[資料 13Jで， Malovは， yur均 yastuqと読める表現があり， yur切は[う'e勺ている」か

ら「白い」の意味にも用いられる言葉で，やはり「銀jを指すものだと論じたが， ζの読み方lとは疑問があ

"， 29) 

1-19 23) adar-ka yararu at: adarが「鞍」の:意味である ζとはカュノュガリーの辞典で知られている

(Brockelmann: 18， "Sattel").なおもVb1: 721， ayar [Krm. Ad. Kom. Osm.] "dcr Sattel"; HIIY: 60a idar 

以得児 ite erh“鞍"も参照される.yararruはyara-1有用仏適当な」にもとずくことは長選なく，全体で

「較に透lした馬 lすなわち「乗用馬」あるいは「とくに良い乗用馬」のことに相異ない.なおB 類似の表現A

iふ上司 SJ0170 [資料 13]， Feng No. 1， Arat氏の紹介した土地売良書文などにも見える.但し， Malov， 

溺家昇の雨氏は誤読している 30)

19) USp: 79， 88， 90; F.W.K. Muller， Uigurische Glossen. Ostasiatis内 Z耐 chriftVln (Festschrift 

日irth)S. 321， 322; Ramstedt: 12 ;前田直典，元代の貨幣単位， I社会経済史学J14巻4号， p. 9以

下.

20) USp No. 12 (Dν.1 225) 

21) USp No. 55 

22) USp No. 15 (TM 238) 

23) USp No. 78， 115; Ramstedt No. 2; Fe時 No.1; Feng Pin. No. 3 
2'1) USp No回 115

25) USp No. 115 

26) USp No. 78; Feng Pin. No. 3 

27) 前田直典 op.Clt. 

28) WbI:92 

29) [資料 13J語釈13-11参照.

30) Malovの読み方については， ['資料 13J語釈13-[4を参照.Feng No. 1 Iこついて碍家昇氏は adar悶M

ya. .qu xonと読み，註釈はないが「繊予…脅吏一隻半」の訳をつけている adarを「符:a:Jの;露、IC

解し atの語を xonと読むのは明かに誤りである.なお ya.'quも附載された写真によっても明かに

yararuと読める.なお Arat1965: 269参照.

0
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ト2Q2S)niSantamra:J比の表現については山田 1963b: IV， 1を参照・

ト21 33). bitirt.im:ふつうの bitir-r書くJに代って bitir-という表現が用いられているわけだが，極
めて珍らしい例である.bitirーは biti-に令動動詞化する・r-がついたものと考えられょうか.そのようなぱ

あい，意味lζ変りのないことも少くないとされている31)

く附註〉 捺印iま，文頭及び文末の部，それに 11)12)の中央部， 23)の中央部と28)の行末，計5ヶ所11:，

方形墨印が認められる.それらとは別に， 31)の，やはり証人と思われるものの印記の条の末尾には手

描きの略花押がある.その他の 29)， 30)の同じ証人の印記の条には何も儲かれていない.白っぽい

薄手の紙.50 X ca. 23cm. 

31) AGr: ~ 161. 
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[資料 2J

Dν1: 206， D 187 (Mainz 693， USp No， 16， MalovPDP No. 16， Lc CoqHU No. 4) 

図版 2
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2) 回qa maηa 誌dmilig qar-a buq圃a

〔日JIζ. われにテドミリグカラ ブカ

3) ik品gu咽 kaqarelir kargak bolup 
両者に 費用 必要となり，

4) qucll叫 acllir qaclun kisi-ni saclip 
クトゥルク[なる1名の 婦 人を売りて9

5) quclluq tamur-tin ygz alig qalin boz 
クトゥノレクテミュノレより百五十 厚 布

6) alclimiz bu y1-JZ alig boz-ni 

受領せり[われらJ.この百五十布を，

7) sa<:lir qiImiS kun uz血品 biz 

売[:t'llJ為せる 日 l乙，われら

8) tadmilig qar血ab問 -aik品gutukal 

テドミリグカラ ブカ 両名，すべて

9) sanap altimiz man quclluq ; [amur] 

数え 受領せり[われら1われクトウノレクテミュノレ

10) yma t.凶alsanap birclim bu quclluq 
亦，すべて数え支給せり[われ] 乙のクトゥルク

11) atlir qaclun kisは amiザ yil
[なる]名の婦 人に千年

12) t 叩 uin ku山nka明-t 乱略giιquclluq 品孟む，11:1

万 日iにこまでで、クトウノルレクテミヱ Jルレ力あるもの

13) bolzベm tapla手4 凸Z剛 tuclz幽un

たるべし‘好まば 自ら保つべし.

14:) taplama{:刷aadin kisi-kιsaclz働un
好ーまざれば 他 人 l己売却すべし.

15) biz tadmilig q ar-a buq噌aikag凸
われらテドミリグカラ ブカ， 両者

16町) 也→I以1孔u切可 aq伊ami犯z むin凶n川1吋巾ri工mi包z <0叩nlu叫lq守嶋ベuι<m日nu

の 兄[われらが]弟〔われらカが1汀]十人衆[われらが]

17) ygz-Iuk-註m凸z kim・cakim-ma bolup 

百人衆[われらが]，誰が誰ぞ とて

18) と乱m carim qilmaz明un 品rkligb品g
紛 争 為すべからず幽力あるベグ

19) isi ilei [yaJl[awJac kuふ111 札!clup
輩，使臣 使節 〔の]力をとりで

… 35 -: 
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20) camlasar・laryulayln alayin tisar 
紛争せば， 取引せん取ちんと言わば

21) ・lar bu quq.luq ta可 ikikisi yaraq. u 
E彼ら〕正とのクト;ゥJlA，ク Glt:]等t)きこいグ人ととのえ

22) birip soz品ri yorm~un camlaruci 
与え，言〔彼らが]通ずべからず. 争者

.23) kisi ku qorluq bolz-un quq.luq tamur 
[の]人名誉損われるものたるべし.クトゥルクテミ ~'Jレ

24) qorsuz bolz帽叫叫叩u山m tanuq tor泌邑du tanu 
讃われざざ、るもの Tたこるベしし.証人 テヨレデユ山， z託正人

25) tu旧1汀ru町1江lr mu 可加su田zt悩anuqt旬ur必clta叩nuqtωoy戸in
トJレJレムンスズ，証人トルチ，証人トイン.

26) bu nisan biz tadmilig qar・abuq -l:J， ikagu 
乙のニシャンわれらテドミリグカラ プカ 両名

'27) -ni可 01 man to可m-a baqsi tadmilig 
のそれ.われ トンマパク、~，テドミリグ

:28) qar-a [b ]uq-a ikagu-ka incka ayiq.ip biq.idim 
カラブカ 両名に細く 訊ね書きたり[われ].

:29) bu nisan man tanuq toradかni可 01
とのニシャンわれ証人テョレデュのそれ.

:30) bu nisan man tanuq mU7，'suz-ni叩 01
乙のニシャンわれ証人ムンスズのそれ.

:31) bu nisan man tanuq turci-ni布 01
乙のニシャンわれ証人 トルチのそれ.

:32) bu nisan man tanuq toyln-nl可 01
乙のニシャンわれ証人 トインのそれ.

.(Verso-title) quq.luq-n均 basbiq.igi 01 
クトゥ Jレクの元 契 なり.

English translation: 

On the second ofnew， the ch仰 shatutmonth， the year ofmon:key， for us，Jor both， Tadmilig and 

'Qara Buqa， being in need of expense， we， selling a woman named Quthiq， have received from 

Qutluq Tamur a hundred and fifty thick cotton cloth. On th!!.q.ay.:Wh，eI). thesale was done， we， 
both， Tadmilig and Qara Buqa， have， counting， received ∞mpletely.I， Qutluq Tamur， have， 
-counting， given completely too. For this woman named Qutluq， until a thousand years and ten 
.thousand days， Qutluq Tamur may be powerful. If'he'p1eas'es， he may h01H [her] for'his own， 

:if he does not please， he may sell [her] to other person. Of us， both， Tadmilig and Qara Buqa， 

.Qur elder brothers， our younger brothers， our parties...Qf ten， our par#es of a hunci:r:ed， whosoever it 

may be， they must not cause troub1es. If they， taking 'the might of chlef， the party， il'ei or yalava'e， 
may cause troub1es， and say to deal with or to seize， t~ey，ml同 arrangeal1d give the t仰woperおrsoωo∞ns
with this Qutluq and their words shall not pass. thosewh() cause troubles must te .damaged， 
働QutluqTamur must be undamaged. Witness， Toratu. Witness， Turur Mungsuz. Witness， Turchi. 

Witness， Toyin. This mark is. that of us， both， TaclIDilig: :~tlld QJぽa:E'uqa. 1， Tongma Baqsi， 
finely inquiring to both of Tadmilig and Qara Buqa:， ha:ve Writteri. This mark is that of me， 
ioradu， witness. This mark is that of me， Mungsuz， w~wess. ，.， T:l1~s n;J，!lrk .isth，at， of me， Turchi， 
-witness. This mark is that of me， Toyin， witness. 

""，:"1l6ー
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(Title) It is the head document of Qutluq. 

語釈

2-1 3) qarclir:他には見えぬ言葉 Radlo民Maluv，Le Cuqいずれもアラブ認からの借用語として|

費用，支出」の意味としている切のに従っておく.

2--2 4) qatunkisI:高岳鎗訳語によれば， qizr女(むすめ)Jに対し qatunkisi 間帯人(有夫の女)Jとあ
る拍現代トルコ諸方言lこ於いても q川町 qadinはふつう既婚の女を意味する叫.Kasan方ぎでは，ま容

に， qatin kisi qiz t凸golI妻女であり娘ではないJという表現のあることを Radloffは伝えている3::;) ここ

でも，娘ではない既婚の女の乙とを言っていると思う.なお， [資料5J語釈 5，--3参)1孔

2--3 16) 17) onluqumuz yuzlukumuz: Raclluffはurluqumuzozl註kumむと読み“Unsere N achkummen 

und Angeh凸1'ige刊の訳を与えた36)が， Le Cuqも独自に urluqumuzyuzlukumuzと読み，一応“Unsere

Nachkummen und Verwandten"と訳した37人 MaluvはLeCoqの論文批評問のなかでは，上の LeCoqの

読み方，解釈について何もふれず， Radlu在、の著書刊行に際して彼が附した でも urlur"cel¥!凶(家

族)， pOi¥ (親戚)円， ozlug "CBoRCTBemH!!t (姻戚者)， PO)(HOR (親戚)"としてぶした39)が，のち

て yuzlugumuzと読んでいる40)

前認の語尾也umuz.， ..umuz については問題がない.共に l人称複数所有格語尾で「われわれの」の;滋味で

ある.しかし，私が unluq，yuzlukと読むところ，とくに前者については3先学とも urluqjurlurと読み，

よく知られている uriI息子J，urur i後務者」など仰に関連する言葉と解したもの .後者について

は， Radlu釘の読み方 ozlukjozlugとLeCoqの読み方 yuzlukjyuzlugとがあるわけだが，凸zlukと読むとき

には ozr自分自身」の諮を考えたかと思われ， Malovの如きは，まさにロシヤ活で巴BORr自身のJ!こもと
ずく CBOffCTBeRRJ?f!tI焔成者」の訳語を，より広義の pO)¥Roiir血縁ある(者)， 

えたものである.

(者)Jと並んで与

しかし，まず，後者については， ζこに警かれている文字，語頭の y字はあまりにも明瞭であり， yuイyか

の2字を oと読むには書き誤りとでも見るしかない.Le Cuqが yuzlukと読み， Maluvも後にそう読み改

めたとおりである yuzと読めば，当然よく知られている「百Jを意味するj'5!ζ関連ずけねばならず，突

は， Le Cuqもその訳語“Verwandten(親戚縁者)"の屑l乙*印を附して疑を残しているようであるし，

Malovも，この文書とは別の資料にも oru1umyuzl設がm という表現を読んだときに，一此tそう読み， r 
わが息子及びその他の縁者」の訳を与えた上，なお， yuzlug については凸zlugと読むべきかと!縫ってい

32) USp: 22， 279; Maluv PDP.: 412; Le Coq HU: 460. 

33) HUY: 44a 

34) WbII:284，324 
35) ibid.: 284 

36) USp: 22， 23 

37) Le Coq HU: 459 

38) C.E. MalLOB，“A. v. Le Coq， Handschriftliche uigursiche Urkunden aus. Turl'an (T凸ran，1918， p. 4'19 

-460)"， 3an. KOJlJleznu 8ocmolco8ei]o8， 1， Leningrad， 1925，-pp. 552-556. 

39) USp: 302，289 

40) Maluv PDP: 213 

41) AGr: 347; Cafero言luUS凸z;206， 207. 
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る42)

一一方，前者については，一応3先学の読み方は一致していたわけで，確かに文字そのものは urluqとも読

める.それでも LeCoqはorunluqumuzと読むべきか?と註記しており， urluqを「後商者」の意味lこ解

することにちうちょしたらしい，ほかには絶えて見えぬ審議だからにちがいない.後者が yuzlugと読むよ

りしかたがないとき， r :cfとと n字とは一見差異ないわけで，前者を onluqと読むζとは私にとっては積め

て自然である.Radloffも511]の資料4めでは，まさに onluqumuzyu;du凶 rnuzの表現を見て "UnsereZehrト

leute， Hundcrleutc"と訳している.なお〔資料1]語釈 1-14を参照.

2-4 17) kim副総 kim-ma;Radloffはkimkim-maと，必誌を読み落しているが Malovは訂正じた44)

Le Coqの転写も，あるいはミス a プリントかとも思われるが， ku口出 kunmaとなっているのを， Malov 

が批評文中で誤りなる ζとを指摘している45) 意味については，ふつう用いられる表現 kimkirrトlnaと同

じであること疑ない.

2-5 19) ilCi yalawac;第2語は欠擦があるが，同機文警察と比較して yalawacの語を推定して誤りな

い46). ffnj認とも(使節」を意味し，同義語反覆として用いられたものである.

2-6 22) yormizun: Radlo陀 Malovともに yorimazunと写して何の疑問も無かったらしい LeCoq 

はyorimasun(yorimisun ?)としている LeCoqが疑ったように・ma.のとζろは文字は明かに -mトと書

かれている.しかし， ζζで言わんとすることがめzlariyorimazun I彼らの言，遇ずべからず」である乙

とは，他の問機!文惑からみても疑ないところで，開mト りか，あるいは言語学的に解釈し得る余地

があるか， 、と思、う.

2-7 23) ku:評判，名 られている言葉だが47入 ζの種売買契約文のζの

文言r:tで， ζの表現が見えるのは他に例がない Radloffはζの言葉を無視して，ただ“DieStreit erheben 

den M.enschen m凸gcnUurecht: hahen"とだけ訳し，むしろ，あとの qorluqと関連させて解しているよう

だし， Malov はまdlL ku CJorlur holsunの表現を示して"，I(tiOY，I(8T OH nocpa畑町(不面白たらしめよ!円〉

42) Malov 1'D1': 391.なお， ζの別の資料とはドイ、ソ探険隊将来の土地売買文書 (TM224)で， Rad 

rofT (USp， No司 13)もLeCoq (Le Coq HU， No. 3)もMalov(Ma!ov 1'D1'， No. 13)も解読を発表し

ているが， Rえしb正沿刈}刈dωlloりj{仔ftは土 OrU!UlI1 y刊08削ulum日と読み‘“'m瓜e白m巴Sohne巴un町nd叶dJoωsu叫1，斗Jぺ舎

orunl(何u)qロm ず戸osaulumと読み 6“4冶MHm1mt口ineNac仙hkommen口， me泊eiぬn*Sacぬhwa叫lt伐:疋erピヨ刊，と訳し， Malov はorulum

yuzl句U111と絞んだわけであるーしかし，原 textの文字は明瞭で，文字のままだ、と onulqumyuslu蜘

[ku]mと読める.前者の n，qの両字の如きは傍点、も附しであり 3先学がその悶字、を無視した読み

方をするのは何よりも示服できない.問題は，閑語ともに l字の右の錠が u字の後に番かれている

ことだが， 1字の右の鍛を下位iζ主義:く例はときどき認められる ζとであるし， l¥IIalovは第2諸につい

てはそれを認めている.さらにこの文言で，兄弟・親戚に続き記されたものが息子であるわけはな

く，他例にもあるとおり，より第三者約な十人衆，百人衆であること疑なく， onluq yuzlugの表現

を認むべきだと思う網

43) USp， No. 57 [資料 9J

44:) USp: 219 

45) 前掲(註 38) p.555 

46) 山間 1963: 51;議 1960・39，40.なお， [資料7J語釈 7-7を参照.

47) たとえば Brockelmann;115， "Ruf， (うわさ，評価).Ruhm (名誉)".その他 AGr:317; Cafero言lu

US凸z:93 t.よど.
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との訳を与えている48) しかし， Le Coqがためらいながらも "DerRuf (?) des Streiterregers so11 mit 

Schimpf bedeckt werden (紛争起乙せし者の評価，汚名乙うむるべきである)"と訳しているのが，原文IC，

より近いと荘、は思う.

2-8 Title) bas bitigi: basはごくふつうの言葉で， 「頭」に相当する，あたま p かしら，はじまり

などの意味のある言葉 bitigiは， I書いたもの」を意味?る bitig1C， 3人称単数・所有格語尾ひいては限

定的意味をしめす 4 のついたもの.語義は明らかで， Radloffはこの題記の l条のあることにふれていない

が， Le Coqは "d】eHauptschrift"と， Malovは "rlliiBHn1宣)lOKYM8H1'"と，ともに妥当な訳語を与えている，

問題は証文に対するこのような呼び方であり，肢史上の問題として序論中で若手論じたととろセある49) な

お[資料7Jく附註>参照.

<r約註> 捺印は，文頭の部と， 28)の主文の末尾の部，及び 7)，13)， 21)の3ケ所，計5ケ所lζ方形墨

印が認められる.なお， 27)の下端K2ケの略花押があるのは， 26)の [ζのニシャンは，われらテド

ミリグ，カラ・ブカ両名のもの」という言葉に応ずるものに相奥ない.29)， 30)， 31)各行の証人の印

記の条の末尾にも，それぞれ略花押があるが， 32)の条には何も拙かれていない.用紙はあまり濃くな

い茶褐色紙 61X ca. 23 cm. Iクトゥノレクの元契」という文字は，紙背の文頭の昔日の霊長にあたると乙

ろの上部に逆方向lこ警かれている.ζれは，乙のiIID之を;おすなわち文末の方から巻紙を巻くように折り

たたみ，最終的1C3cm.弱の巾になったものを中央から 2つに折り，その端の方約 2crn.をさらに折り

たたみ，最後に表になったと ζろに警いたからで、ある.[資料3][資料6Jなどのばあいも ζれと閉じ

で， ζのように折りたたんだ跡は他の各種文書類でも多く見出され，彼らの証文類の保存法そ扱うこと

ができる.

48) Malov PDP: 396.ただし Malovは， t四 t全体のロシア語訳文中では '''ijeJ1OBeRcnop町I!ltH.l¥IOJl鴎 (0

H8M) nycTb 6Y!ly1' B y6LlTKe (争論者ならびに(その〉評判そこなわれるべきである)円と訳している.

49) 序論 p.14 (176)以下参照.
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E資料 3]

T II D 373 (USp. NQ; 6，1) 図版 3

1 ) ta:q icI'l.! yil. tor泊 nc!a:y母[地izl'f5'，切]lqama:加
難年四月{八 日.われに，

'2) liw ta:ipJ.l7nu司 or11 叶 ~ovyc;ü~kä [~]万1a:q-1ïr kumuli 
ルウタイポゥの怠子}ゴヴチュ!C:::，用うべき ι 銀

3) kargak bo1up poki77 a:tlr ar [q]a:ra basimin 
必要となり，ポキン[なる]名の男どれい[わが]を

-4)'ki加unayar-qa tagimligka [yitiJalig s日]tir
pキ ンスン尊 者 に 四十七セティ Jレ

5) yarmaq kumus-ka toruru touuidu [s]atdim bu 
貨 銀， !ζてち 正当lご :売りたり[われJ.乙の

'6) saur yiti alig <s[訂tir>kumm..ug bu b[i]tig qi1mili kun 
売価，四十七 セテイノレ 銀 をとの書きつけっくりし目

'7) uz-a man ki特・unayar'-qa tagimli[g] [t]uk孟1sanap 
lζ於てわれキンスン 尊 者 すべて数え

:8) birtim ① m抑，kow制 ymatUka1 s[anap] [a]ltim 0 bu 
与えたり[われJ. われコウチム亦すべて 数え うけとれり〔われJ.乙の

9) pokiマatlr qarabas uz-a ki可[sun]ayar-qa 
ポキン[なる]名のどれい の上キンスン 尊

10) t鳩agimli抱g 邑むrkli培g b加olz-u叩n ① tapμ1a儲sa訂ro伽z-討嗣-it加u吋4争z骨ベ-u
者 カあるものとなるベし. 好まば自ら保つベし，

.11) tap1amasar apn kisi-ka oq.k[泊ru] [s]atzベmmaniマ
好まざれば他 人に 譲り 売るベし.わが

12) yma k註dagumsa:msiba① inim sili-i… inim sls-i 
尚 婿〔わが]サンシパ， 弟[わが]シシ…，弟[わが]シシ

13) ou① taqi kim qayu cam carim qi1ma:z-un・1ar apam 
ウ， さらに何人誰[なりとも] 争乱 為すべからず[彼ら].なお

14) cam carim qi1sar-1ar① bu qa:ra:bali[imi]n t均incaiki 
争 乱なさば[彼ら]，乙のどれい〔わが]に等しき二

15) qarabas <yaraq.u> birip yu1up a:1z・un-1ar [tanu]q qota:n torrJ1 
どれい ととのえ 与え 買いとるべきなり[彼らJ.証人 コタントクツレ，

16) ta:nuq qlz turmis 0 tanuq mas・i[bu] tamra man kowcu 
証人クズトルミシュ， 証人マシ.乙の 印章 われコウチュ

17) 引均01 man yy.z bagi asana a:ytip b[i]tidim ① bu qa:rabas [-ta] 
のそれ.われ 百戸長 エセネ訊ね書きたり[われJ. ζのと、れい〔につき]

18) kim ca:m qllsar biz silu kudagu 0…badiz-Ci 0 
何人[か]争い為之さばわれらシルウ 婿 : 一・ 絵師

19) sa:siCi rha:lii bir1abiiurbiz 
サシチ(?)7'シ共!C:::[関]与せん[われら]. 

.:!..:.'40ー
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20) taqiqu yil tortunc ay toquz ya可(iq]am乱立 kowcu poki7J 
j数年 四 月九 日， われコウチュ，ポキン

21) atlar ar g乳rabas satir-i yiti [alig] s[品Jtirkumus 
Eなる〕名の銀 どれい の売価 四十七セテイノレ 銅

22) -ug tukal altim 8 tanuq qiz turm仰 [t]anuqqotan 
をすべて受けとれり[われJ. 証人クズトルミシュ， 証人 コタン

23) torril bu tamra man kowcu-ni7Jol m[品n] お]sanaaytip bitidim 
トクーJレノレ.ζの印主主 われコウチュのそれ.われ エセネ 訊ね書きたり〔われ1

(Versoィ:itle) poki7J [atlar] 品rqarabas 
ポキン〔なる名のJ~号 どれい

凹ni可 basbi tigi 01 

の元 契なりー

English translatiol1: 

011 the eighthof new， the fourthmonth， the year of hen， for me， for Kowchu， the son of Liw 

T乱ipu，being in need ofsilverfor use， 1 have legally sold， for forty seven satir silver cOln， my male: 

slave named Puking to Kingsun Ayaghqa 1品gimlig.Onth巴daywhenwe dtew this documel1t，♂ 

1， Kingsun Ayaghqa T品gimlig，have completely given this price， fOl'ty seven satir silver. 1， Kow-

chu，have， counting，' completely， received too. On this slave named puking， King日unAyaghqa 

Tagimlig may be powerful. If he pleases， he may hold [him] for his own， i1'he does not please， 

he may transfer and sale [him 1 toother person. Mγ， furthermore， 8011凶111齢lawSamsiba，my youl1ger 
brother Sishi.ー， my younger brother SishiOu， still whoever [it may beJ， however [it may bc]， thcy 

shallnot c乱usetroubles. Thcn， whcn they may cause troublesヲtheymust， arranging two slaves同
equivalent to thi畠 山 veof mine， take江tιWi加tl加n問le叫 Qoωta叩nTo句g白.h肱凶H凶吋r刈il. Wi加tr虻凶L工臥肘酌1
W弓itむn児悶e郎s叫s向， Masi. This s 巴al is that of me， Kowchu. 1， Asana， the head of a hundred ['s group ?]，. 

inquiring， have written. If， [for] this slave， sornebody may cause troublcs， we， Silu， son-in-law，幽-

painter， Sashichi (?) Mashi， will pay together. 
On the ninthofnew， thefdurthmonth， the yeai'ofhen， 1， Kowchu， have completely received 

forty seven satir silver，the price .of a rnale slave narned Puking. Witness， Qiz Turmish. Witness，. 

Qotan Toghril. This seal is that of me， Kowchu. 1， Asana， inquiring， have written. 

(Title) The main document of a male slave [named] Puking. 

語釈

3-) 2) liw taipu:人名だが，漢名に相異ない.liwは劉かと思われるが， taipu はねipoとも読め，い、

ろいろの文字が考え得る.大宝 (tapaoく*taipou)などでもあろうか.

3-2 2) or1i: orul r息子.JIC 3人称、単数所有絡諮尾十1が附いたものに相異ない. 方だけでtJ.く，

oru1より or1ani子どもJが派生したように，語尾のn乙影響され中間の母音が脱浴したものか?

3-3 2) koweu: Radloff はKuCuと読んでいる。 ζの人名も漢名It相異ない.従刀で，続く格諮尾が

-kaであることより，第2音節は町ぬと読むべきにしろ，第 l音節を必ずしも kふと読まなくても良いはず

である.乙の名は，以下，第8，16， 20， 23の各行lこも記されており， k，o/uの次の第3学l主戦なる i字で

はなく，明らかに w，vの字である.W，V の字とあbの字とが普/過である可能性もある聞が)--.tt¥， kow$"' 

50) I家」を意味する awがabとも書かれることは珍らしくない.また，漢詩 iEf1.Jはqapとも qavと
も写されている.cf.日.Cso日gor，Chinese in th巴1Jighu;r.scriptof the T'ang-period. Acla Oricnt. 

(Hung). n， Budapest， 1952， p. U7. 
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kouなどの背に相応する漢字を想定すべきだと思う.

3-4 3) pokiη: RadlofI はpuki7)と読んだ.しかし， ζれも漢名にちがいなく，私は po(pu十k切Igi可と

読みたい.

3-5 3) iir ga1'a咽bas:I司じ表現は第21行にも出ており， RadlofI は共に品wqarabasと読み“sklavin(女

どれい〕刊と解した~ aw"めは「家Jの意であり， abCi qarabasの表現はたしかIC例がある 51) しかし，本

文芸撃のlまあい，何よりも末字は-1'であって -wではない.ar qarabasの諮は[資料 7J Feng Pint. No. 2で

も用いられている arは「男，夫」の意味で.r女，婆」を意味する awCiの反対である.gara bas は字義

どおりでは「黒いJmJ. この語はカシュガリーの辞典でも「奴隷，下男Jとぢれているし 52¥ TII eiqtim 

No. 7[資料11]では明らかに qulr男奴J.ku甲iJ女熔」の同義語として用いられていることからみても，
奴I容をさすことは疑いない.

3，，6 4) ki可sunayarqa t邑gimlig:ayar は「尊敬」の意.tagimligは tag明「達する」にもとずき fl亡

仰するjを意味する 5:J) 従って ayar帽qatagimlig は「至尊Jr毒事敬lζ価する」という意味で，修飾語的にも

J羽いられる54)と同時に，一般に仏{留に対する毒事称としても用いられている55).ki可sunはやはり渓名で，彼は

仏僧だったに相奥ない. [資料13J語釈 13叩3参照.

3.-7 4) s[a]tir: 数日門lこ， sidi1' f'両Jとある問ように，中国の貨幣単位「両J1ζ相応す

るものである ζとは，既i口命5圧されているとおりである5りがただ， RadlofIはζζで satIrと読んでおり，

その他の例についても従来よく satirと読まれていたが，上記高島館訳語の番き方にはじまり，後世の菜ト

jレキスタンでは sarと58)，またそンゴjレ諮lζ入って sijirと託っている59)とζろからみて， siitir， sadirの方

が良いと思う.

3-8 5) yarmaq kum凸s: kumusはもちろん「銀Jであり， yarmaqが，後世，東トノレキスタンで「小銃

貸Jのこと与を指すζとも良く知ちれているところである附.古く H.Vamb号rykま， yarmaqの語源につい

て， trenncn， schcidcnを意味する yarmaqか gl五日zen，scheinenを意味する yarか決し難いとi:tべている61)

が，諮源はともかく， ζのcp位文香で用いられているところも，一種の鋳造貨幣だったと考えられよう.但

し， ζの礎の文:禽類iζ記されている通食関係の表現には，十分な詳察を加える余地は残されている.

51) 3 Kr. 34 (USp No. 14) [資料4J

52) DLT Dizini : 266 

53) AGr.: 297， 339 
54) Uig. II: 11， ayar帽qata雪irnligbodistv sansar "de1' eh1'wurdige Boclclhi削 tvacles Sa白羽ra円

55) C仁W.Radloff， Tis制 tvustik，ein inturkischer Sprache bearbeiteies bucldhistisches sutra. (Bibliotheca 
Buddhica， XII). St.Pリ 1910.S. 49， 50. Raclloffはそζでヶ般に仏僧!r:対する尊称であるζとを論じ

た.なお， F.W‘K. Muller は上の註 54所引の Uig.IIでは漢字では「応尊」と記されるべきだろ

うと述べている.

56) HIIY: 84a; Klaproth: 25: 

57) F.W.K. Muller， Uigurische GIClssen. OstasiatischeZeitschrift VIlI， Berlin， 1920， S. 319， 320; USp: 88; 

Ramstedt: 12;前悶底典，元代の貨幣単位， r社会経済史学J14巻4号， 1944， pp. 11， 13-16; Feng: 
122. 

58) Menges 1%4: 789; Jarring 1964: 271 

59) 前AIop. cit・， pp.7， 8. 
'c(30) Wb III ・150;Le Coq 1910: 99;おfalovl954:154; Jarring 1964: 150 

必1) H. Vambery， Etymologisches Woγlerbuches der Turco-Tatarischen Sprachen. Leipzig， 1878. S. 123. 
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3-9 12)， 13) samsiba， sisi， ou: Radloff は錨msiba，sisi， urと読んでいる.すべて人名一一称号も含む

か?ーーであり断定できぬけれど，これらもみな漢名であるには相異ないから，私はあえて別の写し方をし

た.但し漢字比定は別の機会にこころみたい.

3-10 15) yaradu: Radloffは落しているが， Malovが訂正したように問，乙の語はあとから書き加え

られている.

3-11 17) yuz bagi asana:乙の証文の書き手であるが名まえのお如誌の前の yuzb邑giは注目される.

γむは「百J，bag は一般的!t宮入i公職にあるものの称号であり， 16世紀以降のホージャ時代から清朝治

下!L至るまで，この呼び名はよく知られているものである町.

3-12) 18)，19) badiz-Ci， sasicIJ: badiz は F絵」で，職能語尾必iがつけば「絵師」となる. Radloff 

も“derKunstler"と訳しているゐおりである.その伺ん?f;iは紙φ破損φため不明であ{るが，現実にそのよ
うな職にあったか，あるいはそのような通称を持今づていたものだっろう.それに比べるとき，次の人名 sasici

工同siのうち，はじめの sasiciも，あるいは類似のPよび名の可能佳ほ強いと窓ラ但じ ζのばあい，職能語

尾 -ciは認めるとしても，その前は漢語らしく恩われ，当面とのように写しておいた.

<附註> 20)から 2~) の 4 行l丸 t臼遅れ向日附けで改めτとの契約文φ要旨を書いている.筆頭も同
じであるし，末尾に捺されている墨印 1ケも，主文の部5ケ所lζ捺されている印と伺ーのものである.

私は，今までのとζる， ζの種の記事を一応あとがきとよび，実際の代価爽払いが遅;れたため， ζのよ

うなあとがきが必要となったものと考えているが補1)，との種のあとがきの意味するととは，なお，今

後の問題としておきたい.

主文の部の捺印は，文頭と文末の部，さらに14)の末端，そして， 6)にstirの諮， 15)にyaraduの

語を書き加えた箇所，計 5 ケ所lζ見る乙とがでをる注目される乙とは，紙背lζ1 辺 9~cm. 大の 3 角

形墨印が捺されている乙とであるが，γ 乙れが何を意味zするかは後者J写体ちたい.用紙は白っぽく柔い.

45 x25 cm.なお Radl6ffはとの証文の用語も字体も古く..書き判立文語!C熟していると，とrくに述べ

ている.(USp: 114): 

62) USp: 234 

63) Cf. iI!島問裏平，ホーヂ‘ャ時代のベク達， 1東方学JNo.3， 1952， pp. 70-78;佐口透， 118-19世紀東ト
Jレキスタン社会史研究J，東京， 1963，第3章ベク宮人制.

補1) 山田1963: 59 ;山岡1964: 114， 115. 
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〔資料 4J

3 K1¥34 (USp No. 114) 図版 4

1) [toηu]z yil [alJtine a[y] yiu ya可iqa① ma可乱 γap to1'rll・qa
!ぼ 歳， 第六 月， 七新日網 われにヤプトグノレノレlζ

2) / / / / / kumus kargぬ bolup① kin17，:岡Iln atlar abei qaraba訂(m)
銀 必要となり， キムズンなる名の女 奴隷〔わが]

3) イ1i0 alig・4日tir yarmaq kumus-l.況の inaei-kato1'ru tomlid[u] 
を 50セテイノレ 賞 銀 lとて イネチにまさにまさしく

4) [sat]dimのbuq且rabasS[a]ti1'i ku[mu]s帽nl① bitig qilmis kun 
売りたり. ζの奴隷 の売価 銀 を， 証文っくりし日

5) uz-誌の maninaei tuk品1sanap birtimののm如 yap to1'ril yma 
lζ， われイネチすべて数え与えたり. われヤプトグノレノレ亦

6) tukal sanap aldim (0 bu qarabas uz-[品].. ? ? ?の ina[ei] 
すべて数えうけ取れり.乙の 奴隷 に ? イネチ

7) 誌r[kligJ bol[z]-unのtapl[asar]oz-I tutz欄un0 taplamasar [a]d[in] 
力あるものとなるべし圃 好まば 自ら保つベし。 好まぎ、れば 他

8) / / / / / otkuru s[a]tz-un① bu qar品bas yul-!nta① m如 [ya]pto[1'1'il] 
[人に]ゆずり 売るベし. 乙の 奴隷のとりひきで'われ ヤプ トクググ、0、Jルレノルレ

9町) //υ//μ/凶E討lITl m 
わが兄わが弟わが親成 わが姻戚 わが甥 わが{伯自父，

10) kim qayu eam earim [qilmaz]・1印刷lar① apambirok cam earim 

誰某[も]紛 争 E為さざるべ]し[彼ら].なおしかし紛 争

11) q[ilsar]-lar bu qaJτabast品ηinc品 ikiq乳rabasyaradu bir[ip] 
為[さば]彼ら， この奴隷 jζ等しきこ 奴隷 用意し与え，

12) yulup alz-un 0 yuldaci kisi qorlllq bolz幽un① bubitig tut[a] 
引き とるべし. 51取らん人 損あり となるべし.乙の証文持ちて

13) ina抗eiq中orsu悶zb加olz-unι.n① t陥:ar印肌削n1叩11ιu問1
イネチ損無したるべし. 証人工リタ，証人タキチョク，証人タリム，

14) tanuq tobula① bu tam1'a [maniJ7Jol m品n adgu to1'rll aytip bitidim 
託人 トブラ. この 印 われのもの.われエドギュトクーノレノレ訊ね書きたり.

15) t何回 yilalUnc ay on yaηiqa 0 man yap to1'1'il 0 kir川町un
豚 歳， 六月 十 新日. われヤプトクツレjレ，キムズン

16) atli1' qarabas 日[a]ti1'ialig s[aJtir yarmaq kiimus-iig① in記i
なる名の奴隷 の売価 50 セテイノレ 貨 銀 を イネチ

17) -tin tiik邑 altim tanu[q] taqicuq 0 bu tam1'a mani加 m品n 品dgu to1'1'il 
よりすべてうけとれり.証人， タキチョク.ζの 印 われのもの.われエドギュトク勺レ)!，

bitidim 

書きたり.
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English translation: 

On the seventh ofnew， the sixth month， the year ofpig， for me， forYap Toghril， beinginneed 

of silver [for use]， 1 have legally sold， for fifty satir silver coins， my female slave named Kimzun to 

Inachi. On the day when we drew the document， 1; Inach1，l1ave， ccninting，paiul:hissilver; ihe 

price ofthis slave completely. 1， Yap Toghril， have， counting， received it completely as well. On 

this slave...……， Inachi may be powerful. .Jf~elil~es， he maY，ho~d [herJ for his，:Qwn，[tutJ if he 

does not like， he may transfer and sale [her] to other person.For・:the trate of this slave， my elder 

and younger brothers， my descendants，; ~yn~l!itiv~s， ，my，Prephe~，lm;y，)ln91es， .wJ~w~ve:t: ;it 関ay b句、

they shall not cau民 troubles.Then， when they Cat聞なou匂:les;.tl1eyni附， af剛 gingtwo 山 vesof

the same value to this slaye， trade，in. .Those whodake..it mustb~i ，damagèd， ιbut].: Inächi~ 

holding this document， must be hndamaged. Witness"-ーλ1ik，witiiess~TáqÌèhùq， wîtness~ Tarim 

..，witness 、~Tobula， 'This sealisthat of mine， l， Ädgü;lFoghtiI;itìquirrìg/~avewritten. 

On the tenth ofnew，泣iesixfh month; the year of pig， 1， Yap Toghril，hlwe completely recei・1

ved 仕omInach fifty satir silvei-edins，'the priceo(~hésla柁.riamed s:il主主uti: Witrtes's~ T向ichuq.

This seal is that ofmine. 1， Adgu Toghril have written. 

語釈

4-1 2) abCi qarabas: abCi は'1l:b1awr家J1，ともとづきi家の任撃をする，家1<::居る者で， .，成年女子を

指す.ar r男，夫」と対照する語である乙とは r夫婦jを arawCiとよぶζとからもわかる.すなわち，

awci qarabasは一般に女奴隷を指すと考えられる.

4-2 3) yarmaq kumi巡:yarmaq は貨幣を意味したと思われるマすなわら yar;~aqikümüS，!ま銀貨であ

ろう.語釈3一8参照.

4-寸3 8ω) yu叫l岨-i加nt句a:USp~ の補訂lにE 当当vうでτE芯 Ma:1o仰v は， ζの文書の ι，t白ex対tをウイクグてJルレ字で示FしL，'允Tた£ム乙の箆、

所を彼は y刊uz叫(げ?η).…….υ….日.…….リ….日.仏9

きするJ1に乙もとずく ζの表現iに乙ついては誇釈5 一~f“tを参照;念されfだ記い.

なお，乙のあとに続く man[ya]p to[rril]もMalovは読んでいないが.man は明らかだし，文脈上yap'

torrilの名が来る乙とはまちがいない.

4--4 9) tormisim qadasim yig伽ill].taray-Jm :すべてー人称所賓格語尾 "im/-iIIl:が附いている.前のh

iCi r兄J.ini r弟J1<::続き身内のものを列挙したわけで，いずれも親族呼称として，歴史的には多くの問題

がある.現在ふつう解釈されているとζるは次のとおりであ》るいtormYsはton;.，;r生まれるJ!r1もとずき，血

のつながりある親族.qadaSは姻戚.γigan!ま甥.taray ば拍交で...!まん6いlま，廷に母または姉妹を通じ

ての縁者である.

<附註> 図版4に見られるとおり...Jめから17)の3行は，主文の部とは離してあとがき風に書かれてい

る.しかし，筆蹟lと変り供な町し，捺され大いる印も主文φ部停早られるものと周ーである.但し日附
けは3日おくれである. [資料3]の附註参照.その他[資料5]'附註も参照.
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[資料 5J

3 Kr. 38 (USp No. 110) 図版 5

1) it y11 onunc 乱yon ya7Jiqa / / / / / a[l]ikqay剛a
犬 t員十丹十新[日Jlに エリクカヤ

2) aci附qayuマIaq-liqboz kargakbolup iki ygrmi yas 
アチ lζ，用うべき 棉布必要となり，十二三 歳

3) -lir taq k切 acllirqiz qarabasïm~nï anicuk-ka toruru 
のタクキュンという娘 奴隷〔わが〕をエニチュクにまさに

4) tomlidu sacli[m] [sa]clir boz-in inぬ tis-timiz kidin yor[i]r 

まおしく売りたり.売価の綿布についてかく 話しあえり[われら1近在lとて適用する

5) 旦ltisi可品rsuluq t乱mraclirs品kizon bozみa kasisclimz bu 
六 ? シウノレク印ある 八 十棉布に決定せり[われら1 ζの

6) qarabas sacli1'i sakiz on boz-ni biclig qilmis k[u]n uz田aman 
奴隷の売価八 イ棉布を Z正文作りし 日 に われ

7) 加 icuk tukal birclirn 8 rnan alik q町幽品 aci yrna tuk品l
エニチュクすべて l子えたり. われエリクカヤ アチ亦すべて

;8) sanap altim buqarabas uz-a mi7，' y11 tum加 kun anicuk 
数えうけとれり， ζの奴隷のよIC千年 万 日エニチュク

9) ar・klig bolz-u[n] [tap]lasar oz-i tutz-un taplarnasar adin kisi-ka 
カあるものたるべし. 好まば， 自ら保つべし.好まぎれば 他 人に

10) ocll心凶 sacl$un man alik qay曹aaCi帽niη[a]Cim anim qam 
ゆずり売るベし吻われエリクカヤアチの 兄 弟 親

11) qadasim cam carim qilmaz-u日開lar taqi b [ir]りk arklig b品gisI 
戚 紛 争 為すべからずl彼らJ.なおしかし，力あるベク、、議

12) kuCin tutup yulayin al押 Intip cam qilrali al1'al1 s且qin
の力会とりで 引き とらんと，争い為さんとらんと思わ

13)-sat・lar bu q乳rabastaηinc品 ikiqarabas anicuk-ka yaradu birip 
ば〔彼ら]，との 奴隷 l乙等しき二奴隷【を]エニチュクにととのえ与えて 3

14)γuJup 品lz-un yuldaci kisI qor-lu1' bolz-un bu biclig tuta 

引きとるべし，取らん 人〆損( あるべし.ζの証文保ちて

15) anicuk qor咽suzDolz-un buqarabas yulin輔ta kim-tin qayu 

エニチ ιク損無かるべしとの奴織 のとりひきで誰よりどζ

16) -tin cam carim k品lsar man 品likqay-a aci bilur man①乱niet泳
より奥 議 来るともわれヱリクカヤアチ関知せん，われ.エニチュク

17) bilmaz man ① tanuq in品1 cuq 8 tanuq oru1 to加 tanuq kut紘 tanuq
関知せず，われ. 証人 イネノレチュク， 証人よオグlレトンガ，証人 キュテタ， E巨人

18) t乳 qan bu tamra m誌口 alik qay-a aci叫 η01 man toyin 
タシュカン.ζの 印 われエリクカヤアチのそれ.われトイン

19) quli tutu可 bularikagかkaayItip biclitim 
クリトウトウン， ζれら双方に 訊ね書きたり.
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English transl品tion:

On the tenth of new， the tenth month， the year ofdog， [forme]， fo1' Alik Qaya Achi， being 

in need of cotton fabric for use， 1 have legally sold to Anichul玉mytwclve year開。ldghls1ave named 
Taq Kung. Onthe price， cottori f:乱bric，we have talked with each other as follows. We have 

decided it on eighty cotton fabric，beingcurrent beside [hereJ， which is impressd with Shul11Q刷

stamp of six singer. 1， Anichuk， have paid completely eighty cotton. fabric， the price of this slave， 

on the day when 1 drew IIp the document. 1， Alik Qaya Achi， too， have counted乱ndr巴ceivcd

.completely. On this slave， [until] a thosuand years and ten thousand days， Anichuk rnaybe 

powerful. If he pleases タhe may h61d [it] for his on. If he does not please，he m 品Ytむr匂'aえ江泊泊n8fc目rand 1 
sale [日itり]tωo other句 p戸巴1's日on. Of me， Alik Qaya Achi， my elder and yon時 erbrothers，my relatives， 

they shall not cause troubles. Then， but， ifthey， taking thc might ofpowetiiJl chief and theparty， 

saying to t且keand get [it]， intend to causc troubles and to seizeラ they，after havingprepared and 

given two slaves of the same [value ] with this slave to Anichuk， must take [it]. Those who takes 

must be da.maged. Anichuk， keeping this document， must be undamaged. On the trade of this 

slave， if objections COI即合omanyone.or any-place， 1， Alik Q乱yaAchi will accept， [but] Anichuk 

will not accept. Witness-Inal Cht時 wltness丹 -OghulTonga， witness--Kut品k，witness"-Tash Qan. 

This seal is that ofme， Alik Qaya Achi. 1， Toyin Quli Tutung， inquiring these bOlh， have written. 

釈一語

5-1 1)， 2) alik qaya acl:ζの契約文での売主名.Rad!off， Malov共に <:Lal均 QaraACiと読んでい

るー文字の上からは断定し難いが，この名は，さらに 7)，10)， 16)， 18)の諸行lども記されており，それら

を比較し， ζの文書の瞥き手の文字のくせを:考え，私は別の読み方をした. alik.とは!一野生111学.1，入手;1と

よく用いられる qayaは「岩Jを;意味する.alik はもちろん品ligとも読め，それt;;ら iligとも警かれる

「手Ir五十J，さらに「王」などの意味がある.alikfaligという名は，との文書きと作製11'イ℃“場処を!河じく
するとみられる前掲の 3Kr.34 (USpNo. 114) I資料4]，寄らに 3Kr. 37b (USp No. J 16)， 3 Kr. 29a 

，(USp No. 112)にも見えている.

5-2 3) taq ku可・とζで売られる女どれいの名.第一一諮を RadloffはTa.sと読んだが，文学の上から

みて， Malovが修正したよう 64)に Taqと読むべきだと私も J思う岨 ta.q!とは J悶背，背iえJの意味があ

り， kU1)はそもそも「女どれいJ，漢語の f牌lにあたる ku可の誌については， [資料 6]語釈6-.-1参

照.

5-3 3} qiz qarabas : qiz は未婚の女，娘を指す乙とは衆知のとおりであるが，乙のばあいも12才の女

子である.前掲[資料2J TM 206では既婚の女 (qa.tunkisi)が売られており，[資料 4]3 Kr. 34では成

年女子 (awCi)が売られていたが，それらとは対比的lζ，とζでは「娘どれい」が売られるわけである.

5-4 3) anicuk:買主の名.同じ名は，本文書と同じ Krotkovコレクション中の土地売質文芸書， 3 Kr 

41 (USp No. 107)でも，土地の買主として記されている.

5-5 4) satim: Radloffは本文書の texlを発表せず，ただ独訳文と数行の資料解説的ー交を発表しただ

けだが， Malovがウイクツレ字活字体で textそ発表した.そこで Malovはとの誌は一応 sat...と示じたあ

64) USp: 248 
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と，加えで，はじめの文字を soifsuifsofsu同とも読み得ると述べている 65) とζlこは当然 saト「売る」の，

一人称語尾のついた過去形 satベIn1.が予想、されるので， したにちがいない.たしかに，この語の書か桐

れ方l土4酬も明言f::きれていないし， tfdの字も o!uとまぎらわしい.さらに tfdが二つあるべきなのに一つ

しかない.しかし， ζの番き乎のくせを吟味すると， 2学めは d字であり， sat陶と書いている乙とは疑な

〉師

、
し -t-~ま， sat帽のぺ酬とlt.るので発音どおりに書いたものであろう.

と 〆5ピコう， ζ0)， 

tis-~土， tト「言う lを主主幹語とし，交互，反復の意5--6) 4) tiiitimiz: -timiz はl

味合持たせるふのつし1た い咽 Radloffも“wirhaben uns besprochen" 

それと同裁である67)

シ7)4)， 5) kidin yorir alti siηar suluq tarnra1けはkizonboz : R且dloi'Iは， “achtzig Stuck 

Zeugmit gangbarem mit sechsSingir (?) versehenen Schuluk (?) und mit Stempe1 versehenen Linnenge-

weぬbぷ♂，と訳した町 Mal油北lc

私の:写写しカ方.と3変芝りlは土ない‘

gζれと類似の表現が， ζの文書と一連の，いずれも Krotkovcollectionにふくまれている他の 2

過にも見出される，それは次のとおりである.

(a) lukcu可kidiniyorir suu-luq tamra-liq yuz yitmis ikilig yoriq boz (3 Kr. 41=USp Nr咽 107，11. 

4，5.土地売貿文書の土1地価格〉

(b) l[uke']ur; kidin-inta yorir smトluqtamra-liq UC ot11・ぃ ......_. boz (3 Kr. 39ニ，USpNr. 108， 11. 

5，6土地グ己資文警の土地価格)

ζの (a)3Kr..41と (b).3 Kr.39の)同文書は，ともに， Ozrnisという者が売主になっている文書で，害警←

~手も，共lζ é!üküi tonという:6，筆蹟もたしかにおlじである.また (a)の買主が， ζの 3Kr. 38で女の

奴隷を問おうとする AnIcukであり，繋するに， 乙れら 3i遣は，完全に間一時点，同一場所のものといえ

る.そのととを前提とすれば，上の表現も，三者相補って考察することができょう

(a) (b)尚文書とも，はじめに lukc匂とある.ζれが Qoco(高昌)と並ぶ LukCU7j(柳中)という町の、

名であることは疑なく，次の諮 kidini，kidin-inta に「西に，後l乙」そして「近辺でJを意味する kidinの

訟を見ることも蒋易であろう.第 3i吾yonrは yorイyorト「行く」の Aorist形で「行なわれている，適用l

する」の;蕊l床，すなわち， (a)(b)両文書のはじめの部分は， ["初日中方面で通用している」である蜘本文書の

~;fあいは lükcu7jの諮はない.従って訳文としては「近在で行なわれている」とだけになるが，言外には，

当事者たちの伎んでいる柳中近在という意味があることは疑ないところである.

(a) (b)雨文舎では，続いて suu-luq.(suu-Iuq)tamraliqとある.Radloffは， (a)のばあいは“mityorir 

8U (?) und rnit eInem. Sternpel versehen ist"と， (b)の(;fあいι(;J:"miteinemgangbaren Schu (?) undeinem 

Stempe1 versehen"と訳しただけだった70) l'vIalovは諮紫の部で my[(?)十五yr]を示しただけで，解釈は示

65) USp: 248 

66) 六行自の satiriと読むべき諾が sadiriのように警かれているのと比較すればよい.

67) 山悶 1963: 40; 1964: 93. 

68) USp: .206 

69) USp: 248 

70) USp: 203， 204 
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;していない71)

との su.，luqtamraliqという表現を考えるには，次のような表現が参考になる.

( c) bukun... kidini yorif泳iuci kinlig qutan tarr】ra1iquc mi平 iki同zilig quoゆu(1' III M205) 

(d) qoeo kidini yorir iki uCi kinlig utuaan tamraliq凶 ml可bisyuz quaapu (1' III M 205d) 

(e) qoco kidinir焔 γoririki UCl kinlig utan yir-ta tamtaliq yuz qa叩 u(Or. 8212-106) 
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し，，[れも未発表資料であるが， (c) (d)はドイツ探険隊将来ベノレリン ω コレクションにあり， (e)はロンド

ンのスタ寸/・コレクションの中にある，すべて土地売質文書で，その土地の代価を言 Jちているものである.

ζれらでは bozでなく， quapujquaapujqaapuと書かれているが，今まで qoqbuと読まれていたもの，

boz ，こ対する古語で，やはり「棉布」だとされているものである. これらに共通なのは， qutan tamraliq， 

utu日 ntamraliqそして utanyirta tamraliqで，このにlutanjutuaanjutanが，地名コータン(子関，不日開)

であるζとは疑ないであろう.地名である ζとは，立をに (e)の例，“utanyir-ta (ウタンの t~î'こで)が明

証している.

そうなると，はじめのお回luqtamraliqのsuluqも地名と考えるべきで，われわれは，平日開などと並ぶも

のとしては，当然，チベット人が Shulikと，漠人が疏勅 (su-le)*c~iωo'_lek(72)) と市くから伝えてMいた，現

在のカシュカ勺レの名を:考えざるを得まい Suluqの名と Kashgharの名との間の歴史的変遷の問題lζ，いま

詳察を加えるつもりはないが，とにかく， ζζで用いられているおluqtamraliqという表現は，上記(e)に

倣えば， suluq yir凶 tamraliqI統戦の地での印のある」ということに相異ないのである.

5 )行頭の altisI可a.rについては， Radlo丘は“sechsSingir (?)"としただけだし， Malovもsi刊 rと写

して訳は示していない73)ζの表現の解釈にも， (c) (d) (e)で Q.otanの前に記された ikiuCi kinligと併せ

考えるべきたと思うが，現在，私もなお結論を得ていない.将来に期したい.

5--8 11) taqi: Malov は textを示したさい，乙の語を tisarI と言えばJと読んでいる.しかし，と

れは次の birokと併せ「なお，しかしJという接続詞 taqiであることは，写真によっても明かである.

5-9 13) ta17inca:同じく Malovは ta7jinと読んで:いるが，末尾l土 -caと十分読め， {~~の諸例と同じ

ta17incaの表現が用いられていると見るべきである.

5-10 14) tu同 Malovは tutarと末尾lζI字を読んでいるが，そのような字のはいζとは明らかであ

る.意味はいずれにしろ tut-I保つ」にもとずくもので変りはない.

5-11 15) yulirトta:Malovは yulayin tisar I奪わんと言わばJと読んfよ¥しかし，それは羽らかに誤読

で，乙う警かれていることは疑えよい.私はこの表現与を今までに知られている yulur1賢うこと」を参考し，

従って「とりひきするJという意味もあると考えられる動詞 yul凶を基幹語とする表現と考えたい'，4) yul・1

を売買行為，取引きを窓味するような名詞と考え， ζのどれいの売資・とり引きについて云々と解するわけ

71) USp: 304 

72) B. Karlgren， A加 lyticDictinary' 01 Chinese and Sino“Japanese. Pal九 1923.Nos. 905， 523. 

73) USp: 293 

フ4-) v. G旦bain教授は yul-"h仙台ln"という言葉をあげている (AGr:356)が，今まで知られている例

は，名詞 yu1urで，高島館訳語ICsadiqyuluq (撒的羽禄)I翼売Jとある (HIIY:996)ほか， flhの
中t!t文献でもみな同じく売買行為を示す表現として satiryu1urというのが知られているだけであ

る.cf. Uig. II: 77) 82; 1'TVI: 22; TT VII: 50;羽悶亨，回f潟大;の天地八路神呪続)5有79行「羽悶
博士史学論文集J下巻，昭和33年，京都， pp. 81) 134. 
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である.ζれと!河じ表現は前掲[資料 4]3K1'. 34， 8) にもあったが，ほかにもなお， 2 1JiHま知られてい

る.その一つは，土地売買文書の Ot.Ry543で，その第 12行に， bu borluq yulin-ta(ζのぶどう震ゆとり

引きにつき)，売主の親族一|可紛争をおこさない，というような記考察がある 75) 他の l例は，どれい逃亡

事件に関する大議 3K1'. 37b (USp No. 116)で， Radloffがその独訳文だけを発表し，のちに Malovが，

本文書と同様にウイグソレ字活字体で textを発表したものだが，その第12行の邑lmisqitay yulin-ta，ラドロ

フの“bctreffdes verstorbcnen Chinesen"と解した表現である.本文書事のばあいも.Radlo氏、はよの 3Kr. 

37bと同様に解したらしく，彼は“inBezug旦ufdiese Skla vin"の訳を与えている圃

5..12 17)， 18) tanuq tas qan: RadlofFはζの tanuqの諮を Tonと読み人名の一部と見ているが，

Malovの訂正しfこ76)ととろに私 る.

く!対;立> j奈印は，文頭，文末，及び文中の 7)， 14) L5)の2ケ所，計4ケ所K:方型翠印を I見ることがで

きる.

この 3Kr. 33と前掲 3Kr. 34 [資料4]とは，ともに，現在レニングラードのアジア民族研究所で写

真を発見できただけである.しかし RadlofIはこの 3Kr. 38について，後には用いられていない灰色で

粗末な紙 (dasgraue， sehr u明 leichegrobe papier)であること，また 3Kr. 34については，それが灰黄色

でやや薄手の紙に (aufeinem g1'augelben， etwas fcinerem Papier)蓄かれていることを述べている a橋2) 

75) との女J怒号去最初に解説した羽田亨博士は yul(u)r祖tar寅う ζとに於て jと読まれた(羽田亨，回骨量文
女子売波文書.r羽悶博士史学論文集」下巻，京都，昭和33年， p.46). その場合語末の-rは可能性
があるが，本資料では疑なく引である.譲治夫氏は改訳して yolin-tar関して」と読み(護1960: 

25，37， 38)，ζの表現についで詳察を加え，イ也の 1例の 3Kr. 37b (USp No. 116)にも言及してい

る.設氏l土木文書は， l'vlalovが誤ってtextを発表したため資料としてあげなかったが， Ot. Ry 543 

について羽悶博士の読み方者修正された点は正しい.これら 3資料に見える同一表現は.Radloぽの

訳文，あるいは議氏の郊諮訳「関して」で妥当すると思う.但し，その基幹諮を護氏は名詞 yolr道
途，線，方法，種類，運命」と考えたが，在、iま，動詞 yuトと結びつけたいわけである.

76) USp: 243 

補 2) USp: 203， 206， 209‘ 
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〔資料 6J

SJ Mj6 (Malov DUD No. 2) 図版 6

1) / / / / / yil aram ay bir yaηiq-a qam叫 [aJ/////
歳，正 月一新〔臼]に.われに〔パチャク]

2) / / / / / [yu7，11aqJ-lir boz kargak bolup ba[dr]uz-tin 
[1ζ〕 用うべき 棉布 必要となりて，ベドリ 1 スより

3) al[ig] / / / / / baq-Iir boz ahp ma叫i]ηasan
50[の][2] 束[もの〕棉布〔うけ]とり，われのエセン

4) tigin [at]“]iq kuηUHl寸I1I badruz主a aIig iki 

テギン[なる名]の坪[わが]をベドリュスに 50[のJ2

5) baq-lir boz-ka torqu tor叫udu sacltim bu 且clir

束[もの]棉布lとて E 当に 売りたり[われJ. ζの売価仁の]

6) boz-ni biclig qilmis kun uz-a man badruz bir 

綿布を証文っくりし日 に於てわれベドリュス-[の]

7η) ag伊su略1堵g-Sl田，

欠ける ζとなくすす一ベて数え はかりて与えたり[われ1“われ

8) baeaq yma bir agsug閉suz tukal sanap qarilap 

パチャク亦一[の〕欠けるととなくすべて数えはかりで

9) [a]ldim bu man bacaq saclmis ki1ii-ka m泊 i甲 aqam

[うけ3とれり[われJ.乙のわれパチャク売りたる 者にわれの兄〔わが]

10) inim uruqum toqmisim on..luιIUlTI yuz-lukum 

司自〔わが]子孫〔わが〕親日虹わが]十人衆[わが]百人衆[わが]

11) alimeim birim己im kim kim m-a bol叩 camcarim 

債権者〔わが]債務者〔わが]誰 誰こそなりと紛 争

12) qilsar-lar bu man saclm悩 kisI-kami7J yil tuman 

為すとも[彼ら]，とのわれ売りたる者 lこ千 年 万

13) kun幽同ωtagi badruz arklig bol~un taplasar 匂i
日 lこ自jるまで、ベドリュス強きものとなるべし. 好まば 自ら

14) tuçl~un taplamasar adin kiiii占品凸clkuru saç!~un 

保つベし，好まざれば 他 人に 譲り売るべし副

15) bu kisiみacam carim qïlma~un apam bir・ok

ζの者 lこ紛 争為すべからず.なお 然し

16) arklig bag isi ilei yalawa正kuCin tuc!up 
力あるベグ輩使節使尽 の力をとりで

17) yulayin a!ayin tisar-lar bu kiiiI 品g' iki kIsI 

取引せん取らん と言わば〔彼ら]，この者 [1と]等しき二人[を]

18) birip m-a soz-lari yorïma~un eamlaclaci kisi 

与えてこそ.文句[彼等が]通用すべからず‘紛争せん 者

19) -lar qoト1ur bol~un bol~un bu biclig tuc!a 
たち損あるものたるべし. この車E火所有せる

一-51弘一
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.20) 同druz qor-suz boll}un bu biq.ig-ka tanuq 
ベドリュス損なきものたるべし.ζの証文に証人[たるもの1

21) coqi tanuq misir qay-a quz tanuq bag tamir 
チョク，証人 ミシノレカヤ クズ，証人ベグテミル

22) quz yaq srlq-a bu nisan tamr-a: rrian 'b記aq-ni7] oi 
クズ，ヤクシJレカ.とのニシャンタムガ われパチャクのそれ.

23) man alp bacaq帽qa incka ayq.ip b~Q.itim， 
われアJレプ，パチャク!c細く 訊ね書きたり[われ].

'24) bu nisan man tanJ-1qGQq:u均 Ql
ζのニシャン，われ証人チョクのそれ.

:25) bu nisan man tanuq .misir ，qayca quzo:!1i可 01
乙のニシャン，われ証人ミシル rカヤクズのそれ.

26) bu nisan man tanuq bag，tarnk; q明圃叫万七01:
乙のニシャン，われ証人 ベグテfえれJレクズのそれ.

27) bu [nisan] mantJanuqゲaqsilq'j恥'，111可 01
乙のニシャン，われr;証人 ヤタシJレカラのそれ.

，(Versoー title)bu bas bitig asan tigiri~niガ 01.
乙の元 契エセンティギンのそれ.

Englhh translation: 

On the first ofnew， the Aram rhonth (Jan:q.ary)， for me， [(or 13achaqJ， beingih need of cotton 

fabric for use， 1 have legally sold to Bi}drus， receiving fromBadrus fifty cotton fabrics oftwo胆bundle，

my female slave Asan Tigin by nameゐrthe price of，fifty cotton .fabrks of two-bundle [setl On 

the day when Ewe]drew up the doqEmtzI， mdr!isA手，ve~ ， cQw;t~ing and measuring， p，aid .the 
cotton fabric， the price， completelywitho:ut a single lack:~ 1， Bachaq，JtCtve，counting;a平dmeasuring， 

，received it completely without a ， ~ingle， l~ck .as welL ， Ab~71~ the person'¥Vhom 1， Bac，h!iq， have 
:sold， my elder and younger brothers， mydescendants， my telatives; my group'of ten， my grpup of 

a hundred， my obligee， my obligor， whosoever may be， even ifthey might cause troubles，-on出is

person whom 1 have sold， until a thousand and ten thousand 'days， Badruzmay bepowerful. If he 
pleases， he may hold it for his own， [butJ ifhe does not please， he may transfer and sell it to other 

person. No one shall not ca1+se iroubles onthis person. Tl1en， hut， if they， t北ingthe might of 
powerful chief， the party and the envoyand emba，ssy， say:“let us take and seize it九[itmust 

be allowedJ only after they have given twopersons equivalent to this one. Their words (otjections) 

:shall not p制・ Thωewho cause troubles，sha，ll be darnaged. Holding this doc¥fment， Bad巾
must be undamaged. For this document， witness-ChQqi， witnesトーMisirQaya Quz， wi組問-

Bag Tamir Quz and Yaq Silqa. This nishan tamgha is that of me， 13achaq. 1， Alp， ，minutely 

:.inquiring Bachaq， have written. 
This nishan is that of me;;QhQqi， wi~ess. 
This nishan is that of me， Misir Qaya Qu九withess.
This nishan is that of me， Bag羽，mir;Q1+z，witn倒れぃ
This nishan is that ofme， YaqSilqa.， i.viむiess.'

.(Title) This head-document is that.of Asan Tigin;' 
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語釈

6-1 4) kU7): 1男どれいJを意味する qulと共に， l'女どれい」を意味する言葉として?inくから知られ

ている77).前語が並び用いられることも多く， qul kuヮはまさに漠;誌の「奴熔j~C:相当しよう 7めが，歴史

的，法~jU史的には多くの問題があることも i 奴熔」と同様である.

6--2 4)， 5) alig iki bar1iq boz : alig は「五十j， iki は仁二j，barは「束〔たば)jで bar1iqi立「束ね

られた」などの意味 bari土 bozを数えるによく用いられる単位である Malovはと ζのととろを「綿布

52束jと解し，とくに註記してF との 52という数字の書き方は新しいシステムであるfよどのことを述べて

いる79) 然し， iki bar1iq boz は 12束もの綿布」と解すべきであるとと， 2東とは渓諮で2端すなわち l

匹i乙相応するものだろうというとと，曽て夜、が論illEしたとおりである80) 従って乙とは 50の2束もの綿布，

すなわち普通の数え方なら 100束に相当するもののはずである.

6-3 !'i) torru:本来 torruと醤かるべきもの.批りをそのまま書いたものかと盟、われる刷

6-4 7) qarilap:同じ表現は次の第8行lともある.Malov は両者とも arilapと読み，とくに註記して，

モンコ勺レ語で算術などのばあい「減ず，ひき算をするjを意味する arIlqaquという訟を参照しながら，

"lI3J¥!epfWilllI (量って，測定して)， COC'IlITa.阻1I(計算して)"と訳した81) しかし，その語頭の文字がaで

はなく qであることは，この文書の書き手の筆蹟からみて疑ない82) qarila帽という誌もまさに「はかる」

という意味を持つことは77ムード・アノレ・カシュガリーの字引で知ることができる町.

6-5 11) alimCim birimとim: alimCi birimci はそれぞれ al-IとるJ，bir-11子える」にもとずき，対称的

に用いられて「債権者J1-債務者Jを意味すること，やはりカシュガリーが伝えているところであり叫，他

の諸例でもよく知られている.

6-6 18) camladaCi: Malov はとamlaruciと読んで=いる.確かに，同種註文でこの文言1:[1camlaruci 

という表現もよく用いられているが，本文書のばあい，文字そたんねんに見れば， camlaclaむと惑かれてい

ることは明らかである.いずれにしろ基幹語はとamla“「紛争するJで， -daciも -ruCiと悶じような怠|床

を与える語尾，行為者を示すときに用いられ得る 85)

77) オノレホン碑文に麗見している.たとえば， uri or1in qul qilti， ••• qiz or1in k切りldii男の子もて奴と

為したり，女の子もて牌と為したり I(ヒリレゲ・カガン碑 E7)，budnni kU7) qul boldi ['その民， ~中.・

奴となりたりJ(キュJレ・テギン碑 E20)など.その他は， V. Thomsen， 11ωγψtおnde l' OrH附 1dechi-
ffrees. Memoires de !a'Societe Finno 心ugrienne， Jiκ" 1896. 1阻E13 (IIE 11り)，1阻E21 (II E 1 日町)， 1印E2μ4(川nE2却0)υ; 
G.J. Ramst伐巴dむt，Zwei Ui氾gu旧1且r、t色ischeRιuneni加n目S叫chril仇te口nin de町r噌 N可Oぽrd.ふ-:1ongo1ei.Jour. de la Societe Finno圃
Ougrienne XXX， 3， 1913. E 1-2， S 9;γrrv: 16; Uig. II: 87， L 51. 

78) 但し，高昌館訳語では雑字，来文の部とも， i奴熔J~ζ対しでは qul kisiと書いている園 HIIY:39a， 

qul kisi (寛起失)i奴i事J.Societe Asiatique， Bibliotheque Nationale， British Museum， Cambridg 
University Libraryなどの所蔵本，国立北平図書館!日蔵本s すべて同じである.

79) Malov DUD : 10 

80) 山田 1965: 98 

81) Malov DUD : 10 

82) たとえば，第12，151'子などにある qil-，第19，20行にある qorについて見よ

83) Brockelmann: 148“messen" 
84) ibid. 7， 37 
85) AGr: SS 116.0 132. 
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6-7 21) euqi:証人の名.24)にも記されており， Malovは，おそらく 24)に見えると ζろを根拠とし

てであろう Uonaiと読んでいる.然し， ζの行にみえるところに君主きを置くと Cuqi，Coqi， Curi， Coriと

読みたい.

6-8 21)， 22) misir qay岨乱 quz:やはり託人の名 Malovは第2認を Qar-aと読んでいるが， 25)に出

でくるところを見ても，これは疑なく Qay-aである.

十9 22) yaq silq-a :やはり証人の名.27)にも記ちれており， Malov は第 l認を yal'aqと読んだが賛

成し戴く，花l土Yaqと読んで霞く.

く附註> 主文の古134隅と 12)13)の中央部，計4ケ所に径 2.7x 2.5crn.の円印が捺印されているほか，

22)の下端，および24)，26)， 27)のいずれも証人の印記の条の末尾に略:ft押がある，但し25)の紅人

の印記の条には何も捕かれていない.

用紙は， r:t程度の厚さでかなり強いもの，淡褐色， 54x34cm.やはり右手，文末の方から巻き，最終

的には 5.5crn.巾になったものを中央でふたつに折りたたみ， fζの元契はエ々ン・ティギ、ンのもの」

と繋いである.
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